
任
意
標
本
調
査
法
一
三
一

関

弥
　
三
　
郎

三

集
落
抽
串
法

０
Ｄ
　
集
落
抽
出
法
に
於
け
る
捧
定
式

似
母
分
数
の
推
定

剛
　
集
落
抽
出
法
の
精
度

多
段
抽
閏
法

ｃ
Ｄ
　
多
段
抽
出
法
に
．
於
け
る
期
望
値
計
算

似
　
二
段
抽
串
法
に
。
於
け
る
搾
定
式

倒
適
正
配
分

側
　
母
分
散
の
推
定

倒
　
二
段
抽
出
法
の
精
度

ゆ
　
三
段
抽
串
法
に
。
於
け
る
搾
定
式

三
　
集
落
抽
出
法

　
　
　
　
い
　
集
落
抽
出
法
に
於
け
る
推
定
式

集
落
抽
出
法
は
母
集
団
の
構
成
単
位
を
若
干
個
宛
集
め
て
集

　
任
意
標
本
－
調
査
法
（
三
）
　
ハ
関
）

落
を
作
り
母
集
団
を
集
落
の
集
団
と
な
し
、
こ
れ
よ
り
集
落
を

抽
出
し
て
標
本
を
構
成
す
る
方
法
で
あ
る
た
め
、
集
落
を
母
集

団
及
び
標
本
の
構
成
単
位
と
見
る
隈
り
、
集
落
抽
出
法
は
単
純

抽
出
法
の
場
合
に
帰
着
す
る
事
に
な
る
。

　
　
集
落
抽
出
法
（
及
ぴ
多
段
抽
閏
法
）
に
１
於
て
は
、
集
落
に
．
就
て
の

　
値
と
調
査
単
位
に
就
て
の
値
と
の
区
別
を
明
確
に
．
す
る
事
が
必
要
で

　
あ
る
。
以
下
集
落
の
値
は
大
丈
字
で
、
調
査
単
位
の
値
は
小
文
字
で

　
表
し

　
　
ん

　
　
巧
…
．
１
番
集
落
内
の
冶
番
調
査
単
位
の
変
量

　
　
巧
…
・
１
番
集
落
に
１
於
け
る
調
査
単
位
当
リ
平
均
値

　
　
茅
…
母
集
団
に
於
け
る
調
査
単
位
当
リ
平
均
値

　
　
巧
…
ノ
番
集
落
の
最
的
大
い
さ
（
集
落
を
構
成
す
る
単
位
の
変
最

　
　
　
　
の
総
和
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
一
　
（
三
四
五
）



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
ノ
．

　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
二
巻
・
第
三
号
）

　
　
文
…
母
集
団
に
於
け
る
集
落
当
リ
平
均
値

　
　
の
記
号
と
す
る
。
そ
し
て
標
本
と
し
て
抽
出
さ
れ
た
単
位
の
変
量
及

　
　
ぴ
こ
れ
等
の
母
数
の
標
本
捧
定
値
は
、
ダ
ッ
シ
ュ
を
附
け
て
母
集
団

　
　
に
。
於
け
る
値
と
区
別
す
る
事
に
■
す
る
。

　
今
〃
個
の
単
位
よ
り
成
る
母
集
団
７
を
〃
個
の
集
落
の
母
集

団
、
冗
に
変
換
し
、
各
集
落
は
巧
個
の
単
位
を
有
し
そ
の
量
的
大

　
　
　
　
　
　
単
』

、
い
さ
を
お
Ｈ
】
３
ミ
（
＼
Ｈ
ド
ド
…
…
二
Ｓ
と
す
る
と
、

　
　
　
　
　
　
討
Ｈ
－

、
冗
の
平
均
値
（
即
ち
集
落
の
量
的
大
い
さ
の
平
均
）
ア
及
び
分

散
（
即
ち
集
落
の
量
的
大
い
さ
の
分
散
）
ぺ
は

　
　
Ｉ
　
Ｈ
ミ
　
　
　
　
　
　
　
Ｈ
ミ
　
　
　
　
ー

　
　
ぺ
１
１
旨
】
と
一
　
３
，
Ｈ
ミ
】
（
お
－
ｋ
）
、
　
　
（
ｏ
。
．
Ｈ
）

　
　
　
　
　
一
“
Ｈ
－
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
パ
ー

で
あ
る
。
こ
の
、
冗
よ
り
〃
個
の
集
落
を
抽
出
し
て
標
本
を
構
成

し
、
そ
れ
よ
り
母
平
均
ｘ
を
推
定
す
る
場
合
、
そ
の
不
偏
推
定

　
　
　
　
　
　
　
　
功
１
　
　
　
３
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
１
、

値
パ
及
び
分
散
は
、
伽
洲
及
び
洲
式
に
於
て
、
、
、
Ｈ
お
一
台
Ｈ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
　
　
　
　
　
　
　
　
（

吋
、
・
句
い
吋
・
宅
Ｈ
兵
ミ
Ｈ
き
、
Ｈ
ｑ
、
と
置
け
ば
よ
い
。

故
に

　
　
Ｉ
　
Ｈ
、
、
、
　
一
）

　
　
ぺ
Ｈ
－
－
－
ｖ
ｕ
＼
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
○
ｏ
・
Ｎ
）

　
　
　
　
１
、
、
、
∴

　
　
、
（
ぺ
）
ｎ
ぺ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
○
ｏ
・
○
ｏ
）

　
　
　
１
　
　
　
』
＼
ー
ミ
　
勺
～

　
　
〉
ｋ
）
１
ー
ミ
ー
Ｈ
．
“
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
・
じ
．
｛
）

九
二
（
三
四
六
）

で
あ
る
。

　
　
１
）
　
蛮
に
。
標
本
に
■
於
け
る
集
落
の
量
的
大
い
さ
巧
に
ダ
ツ
シ
ュ
を

　
　
　
附
け
な
い
の
は
、
　
こ
の
勾
は
標
本
匡
於
け
る
値
と
は
い
え
集

　
　
　
落
の
全
部
調
査
に
．
よ
っ
て
知
リ
得
た
正
確
な
値
で
あ
る
か
ら
、

　
　
　
そ
れ
の
披
定
値
と
区
別
す
る
た
め
で
あ
る
。
こ
の
事
は
多
段
抽

　
　
　
串
法
に
於
て
記
号
の
意
味
を
明
瞭
に
す
る
利
便
を
有
す
る
の
で

　
　
　
あ
る
。

　
し
か
し
な
が
ら
一
般
に
母
集
団
の
構
成
単
位
を
集
落
に
分
け

る
の
は
、
調
査
上
の
便
宜
に
過
ぎ
な
い
の
で
あ
っ
て
、
真
の
目

的
は
元
の
母
集
団
冗
に
於
け
る
母
平
均
禿
の
推
定
に
あ
る
。
こ

の
場
合
元
は
、
冗
に
於
て
は

　
　
　
　
－
掌
　
　
　
Ｈ
　
ミ
掌
、

　
　
“
ｎ
之
Ｍ
さ
１
１
之
】
】
さ
キ

　
　
　
　
一
“
Ｈ
－
　
　
　
　
　
一
“
Ｈ
－
｝
Ｈ
－

　
　
　
　
　
　
　
　
－
ミ
　
　
　
ミ
ｋ

　
　
　
　
　
　
　
１
－
ｋ
く
】
お
Ｈ
．
宅
、
［
（
○
。
．
Ｈ
）
石
片
二
（
（
ｏ
。
．
ｑ
）

　
　
　
　
　
　
　
　
、
－
－

で
あ
る
た
め
、
集
落
平
均
の
推
定
値
に
〃
亙
を
乗
ず
る
事
に

よ
っ
て
そ
れ
を
推
定
す
る
事
が
出
来
る
。
故
に
示
の
推
定
値
〆

は
　
　
　
』
＼
１
　
　
］
』
＼
ミ

　
、
、
ノ
く
、
１
ｉ
を
ミ
】
３
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
・
。
．
ｏ
）

　
　
　
　
　
　
　
　
、
Ｈ
－

　
　
１
）

で
あ
り
、



　
　
肉
（
、
）
Ｈ
ミ
宍
吋
）
Ｈ
ミ
吋
Ｈ
今
　
　
　
　
　
　
　
（
・
。
・
べ
）

　
　
　
　
　
ミ
　
　
　
　
　
＞
＼

な
る
た
め
、
こ
の
推
定
値
は
不
偏
で
あ
る
。
そ
し
て
分
散
は

　
　
ミ
、
）
－
（
べ
）
。
。
ミ
～
、
）
－
（
べ
）
的
吠
山
ぺ
“
ド
　
一
。
。
．
・
。
）

と
な
る
。

　
　
１
）
　
叱
弐
は
母
集
団
元
に
１
於
け
る
単
位
総
数
〃
が
既
知
で
あ
る
事

　
　
　
　
Ｇ

　
　
　
を
必
要
と
す
る
。
若
し
そ
れ
が
判
っ
て
屠
ら
な
い
時
は
そ
れ
を

　
　
　
も
搾
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
　
　
　
）

　
　
　
　
”
式
に
於
て
巧
を
そ
の
集
落
内
の
単
位
の
数
～
と
す
れ
ば

　
　
　
　
（
Ｈ
§
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｉ
　
Ｈ
　
ミ

　
　
匂
、
、
ぎ
脳
レ
、
二
集
奮
リ
平
均
単
位
数
ミ
、
ミ
並
、
、
、
、

　
　
　
“
の
不
偏
推
憲
で
言
、
こ
れ
を
〃
倍
す
る
奮
よ
つ
て

　
　
　
〃
の
不
偏
携
定
値
”
が
得
ら
れ
る
。
却
ち

　
　
　
　
　
ミ
§

　
　
　
ミ
、
Ｈ
！
Ｍ
］
Ｌ
く
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
ｏ
ｏ
．
り
）

　
　
　
　
　
べ
、
、

　
　
　
か
く
て
叱
式
は
次
の
よ
う
に
な
る
。

　
　
　
　
　
　
Ｇ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
●
ミ

　
　
　
　
　
　
　
ー
　
悩
ざ

　
　
　
）
ミ
Ｈ
ミ
、
し
、
、
　
　
　
　
…
〇
一

　
　
　
　
　
　
ミ
、
　
　
　
§

　
　
　
　
　
　
　
　
　
】
レ
“

　
　
　
　
　
　
　
　
　
～
Ｈ
－

　
　
　
　
　
　
　
）

　
　
　
　
　
　
　
○
　
　
　
　
　
　
　
　
ゴ

　
　
　
　
し
か
る
に
４
式
に
於
て
は
〃
が
す
べ
て
同
一
で
な
い
限
リ
、

　
　
　
　
　
　
　
３
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）

　
　
　
分
子
も
分
母
帆
共
に
■
確
率
変
数
で
あ
る
た
め
、
洲
式
と
標
本
理

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

　
　
　
論
上
の
性
質
を
全
く
異
に
し
、
こ
れ
は
比
搾
定
の
一
種
で
あ
っ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
０
）

　
　
　
て
一
般
に
１
は
不
偏
推
定
で
は
な
い
の
で
あ
る
。
故
に
．
４
式
の
分

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
¢

　
　
任
意
標
本
調
査
法
（
三
）
　
（
関
）

　
　
　
　
　
　
　
）

　
　
　
散
は
最
早
や
洲
式
で
は
な
く
、
一
別
に
規
定
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い

　
　
　
　
　
　
　
（

　
　
　
の
で
あ
る
。
　
（
比
推
定
の
項
参
照
）

　
以
上
は
平
均
値
の
推
定
で
あ
る
が
、
母
集
団
冗
に
於
け
る
標

識
”
を
有
す
る
単
位
の
割
合
ク
を
推
定
せ
ん
と
す
る
時
は
、
”

標
識
に
１
、
皿
以
外
の
標
識
に
Ｏ
な
る
値
を
与
え
る
と
、
平
均

値
は
比
例
数
を
表
す
事
に
な
る
か
ら
、
平
均
値
の
場
合
と
同
様

に
し
て
推
定
す
る
事
が
出
来
る
。
故
に
ク
の
不
偏
推
定
値
及

　
　
　
　
　
　
　
ｄ
副

び
斗
、
の
分
散
は
、
３
・
３
・
よ
り

　
　
　
　
　
－
ミ
・
、

　
　
　
心
、
い
司
引
悩
ｋ
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
ｃ
。
．
Ｈ
Ｈ
）

　
　
　
　
　
　
　
，
“
－
－

　
　
　
～
、
一
－
＄
舳
汁
｝
－
ザ
　
　
．
一
・
。
．
、
、
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
与
“

と
な
る
。
但
し
こ
の
場
合
き
Ｈ
】
き
。
は
．
ノ
番
集
落
に
於
け

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
Ｈ
－

る
刎
標
識
の
単
位
の
数
で
あ
る
。

　
集
落
の
大
い
さ
が
均
↓
な
る
場
合
　
　
　
尚
集
落
の
大
い
さ

が
す
べ
て
均
一
■
“
Ｈ
匂
一
（
＼
Ｈ
Ｈ
』
一
…
…
一
良
）
で
あ
る
場
合

は
、
不
偏
推
定
式
及
び
そ
の
分
散
式
は
比
較
的
簡
単
に
な
り
、

且
後
述
す
る
如
く
そ
の
推
定
の
糖
度
も
昂
る
の
で
あ
る
。

　
　
裁
で
集
落
の
大
い
さ
が
均
一
で
あ
る
場
合
に
。
、
母
集
団
に
於
け
る
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
三
（
三
四
七
）



、
り
、
、
喜
、
、
い
讐
：
、
オ
毫
早
、
、
、
．
、
、
、
・
童
、
唱
三
、
揖
”
吐
消
メ
雫
勇
、
黛
一
噌
簑
瓦
、
害
づ
烈
¢
残
義
ぷ
、
、
。
メ
幸
３
噌
，
、

　
立
命
館
経
済
学
（
錦
二
巻
・
叙
三
景
）

諾
種
の
分
散
が
如
何
に
変
形
さ
れ
る
か
を
考
察
し
て
置
く
の
が
便
利

で
あ
る
。

　
母
集
団
元
を
集
落
よ
り
成
る
母
集
団
〆
に
。
変
換
し
た
場
合
、
元
の

分
散
〆
は
ｑ
困
１
１
£
的
十
£
舳
却
ち
集
落
内
分
散
と
集
落
間
分
散
と
よ

リ
合
成
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
　
（
第
一
講
？
Ｈ
旨
参
照
）
そ
し
て

集
落
内
分
散
伽
は

　
　
　
　
　
ｄ

　
　
　
　
　
Ｈ
ミ
き

　
　
ｓ
，
Ｈ
、
－
Ｍ
ｕ
Ｍ
］
　
（
↓
事
－
却
、
）
ｏ

　
　
　
　
　
ミ
、
Ｈ
〒
Ｈ

　
　
　
　
－
紘
一
荘
一
亨
ぎ
”
去
一
圭
山
婁

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｈ
亀
．
“

　
　
　
　
　
Ａ
向
　
“
心
Ｈ
．
－
Ｍ
］
（
べ
事
－
剖
“
〉
…
：
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
≧
ミ
上

　
　
　
　
　
　
…
：
、
い
聯
締
一
謙
石
湾
ｑ
ぴ
謝
塒
栂
育
６
｝
薄

と
書
替
え
ら
れ
、
レ
、
、
Ｈ
高
な
る
時
は

　
　
　
　
　
宅
ミ
　
　
　
　
Ｈ
宍

　
　
、
ミ
的
Ｈ
之
Ｍ
－
“
一
。
１
ー
ミ
】
£
山
　
　
　
　
　
　
　
（
○
ｏ
・
宝
）

　
　
　
　
　
　
、
Ｈ
↑
　
　
　
　
　
、
｛

と
な
る
．
、
又
集
落
一
間
分
散
２
ん
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
ｄ

　
　
　
　
　
－
宍

　
　
３
宙
、
１
１
斗
】
（
３
」
、
）
舳
ミ
、

　
　
　
　
　
１
〒
一

　
　
　
　
ミ
ミ
　
　
　
　
　
　
ー
ミ

　
　
　
　
、
き
、
氾
、
”
パ
、
１
、
）
。
。
、
ミ
恥
（
、
、
↓
）
。
。
　
（
・
。
．
５

と
な
る
。
、

　
〆
の
分
赦
。
・
は

　
　
　
　
　
ｄ

　
　
　
　
　
Ｈ
ミ
　
　
　
　
　
ー
　
　
　
Ｈ
　
ミ

　
　
３
叱
ｎ
ミ
ピ
（
レ
、
、
，
．
ｋ
）
的
〕
ミ
Ｎ
ｈ
ら
、
、
“
ー
ミ
冷
）
、
（
ｏ
ｏ
・
旨
）

　
　
　
　
　
～
Ｈ
－
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
Ｈ
↑

∴
、
ぷ
・
。
一
、
昊
．
儲
一
讐
、
導
一
、
、
指
３
∴
、
、
　
一
、
、
一
、
、
　
“
、
、
．
　
、
篶
，
４
司
封
り
．
、
、
、
、
、
・
。
〕
、
帖
．
一
、
－
一
．
一
、
、
．
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
四
（
三
四
八
）

　
　
　
　
　
．
・
．
一
・
。
．
饒
一
片
、
判
、
＊
、
、
尋
　
　
一

　
　
　
　
〔
軸
蓼
妻
葦
↓
三
、
｝
二

　
　
で
あ
る
か
ら
、
き
、
、
１
ー
ミ
の
時
は

　
　
　
　
　
　
ミ
。
。
ミ
　
　
　
　
　
　
　
ー

　
　
　
　
３
。
。
ｕ
．
亀
、
凶
（
３
」
“
）
。
、
１
ー
ミ
一
。
３
一
。
［
（
ｏ
◎
．
旨
）
］
（
ｏ
ｏ
・
ミ
）

　
　
　
　
　
　
　
　
～
Ｈ
－

　
　
と
な
る
。

　
　
次
に
■
“
標
識
の
割
合
の
推
定
の
場
合
は
、
ｑ
標
識
に
。
１
、
其
他
の

　
標
識
に
■
Ｏ
を
喜
え
る
事
に
よ
っ
て
平
均
値
は
比
例
数
を
表
す
た
め
、

　
　
３
）
　
５
）

　
　
４
１
汀
式
は
次
の
よ
う
に
な
る
一
、

　
Ｇ
　
Ｇ

　
　
　
　
　
　
　
Ｈ
ミ

　
　
　
　
Ｓ
§
的
１
１
考
Ｍ
ミ
志
～
ミ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
ｏ
◎
二
〇
〇
）

　
　
　
　
　
　
　
、
Ｈ
－

　
　
　
　
　
　
芦
く
－
ミ
、
（
甫
糾
汽
ボ
灘
吋
姉
恥
碑
鵠
幟
）

　
　
ン
、
、
Ｈ
暑
な
ら
ば

　
　
　
　
　
　
　
Ｈ
ミ

　
　
　
　
、
ミ
。
。
Ｈ
ミ
】
｝
＄
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
ｏ
◎
・
Ｈ
り
）

　
　
　
　
　
　
　
～
Ｈ
↑

　
　
　
　
　
　
Ｈ
ミ

　
　
　
　
３
，
Ｈ
ミ
】
（
寺
！
、
）
、
　
　
　
　
　
　
（
・
。
・
８
）

　
　
　
　
　
　
　
、
Ｈ
Ｈ

　
　
１
）
　
第
二
講
勺
・
¢
ｏ
ｃ
　
参
照
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）
）

　
さ
て
母
平
均
，
”
の
推
定
の
場
合
は
洲
洲
式
に
於
て
き
ｕ
ミ

　
宅
　
　
　
７
）
　
　
　
　
　
　
　
　
（
（

い
、
』
＼
及
び
洲
を
代
入
す
る
と

　
　
　
　
　
　
　
Ｈ
　
　
・
、
一

　
　
　
　
号
、
、
ミ
ら
叱
、
、
　
　
　
　
　
　
　
（
沈
．
；



；
・
Ｙ
（
亡
。
。
一
汀
、
き
淋
、
“

」
く
－
ミ

ミ
ー
］
－

ｑ
，

Ｊ
引
、

一
　
倉

　
　
－
忘

、
サ
日
。
、
ヨ
ヅ
（
キ
、
↓
）
哨

　
　
　
　
　
（
◎
。
・
冒
）

と
な
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
功

　
叉
母
比
例
数
ク
の
推
定
の
場
合
は
、
推
定
式
、
分
数
は
“
り

　
　
　
　
　
　
　
　
）
　
　
　
　
　
　
　
　
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
３
３

　
　
　
　
　
　
　
　
２
　
　
　
　
２
　
　
０
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
（

と
同
じ
で
あ
り
、
只
り
に
於
て
～
が
り
式
と
な
る
の
み
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
３
　
　
　
　
　
　
　
　
　
３

　
　
　
　
　
　
　
　
（
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

　
　
　
　
閉
　
母
分
散
の
推
定

　
標
本
推
定
値
の
誤
差
の
規
定
に
必
要
な
母
分
散
　
　
”
叉
は

〃
　
　
の
値
を
標
本
よ
り
推
定
す
る
場
合
、
先
づ
〃
は
集
落
を

単
位
と
し
た
時
の
単
位
間
の
分
散
で
あ
る
た
め
、
そ
れ
の
不
偏

　
　
　
　
　
の

推
定
値
々
は
４
式
よ
り
直
ち
に
導
く
事
が
出
来
る
。
今
刎
個
の

　
　
　
　
　
Ｇ

単
位
（
集
落
）
よ
り
成
る
標
本
の
平
均
値
及
び
分
散
を

　
　
　
　
１
　
　
　
］
１
　
§
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
］
■
Ｎ
ミ
　
　
　
　
　
ー

　
　
　
ｋ
，
Ｈ
ギ
悩
＼
、
・
　
舳
１
１
ぎ
Ｍ
（
ｋ
，
ｌ
ｋ
、
ぺ
舳

　
　
　
　
　
－
、
、
一
　
　
　
　
、
、
一

　
　
　
　
　
７

と
す
る
と
、
４
よ
り

　
　
　
　
　
¢

　
　
　
　
。
　
」
＼
１
－
］
　
　
ミ

　
　
　
“
。
〕
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
○
ｏ
も
○
ｏ
）

　
　
　
　
、
　
　
　
　
し
＼
　
　
、
ミ
ー

と
な
る
。

次
に
き
Ｈ
宅
の
場
合
は
標
本
の
平
均
値
及
び
分
散
は
次
の

　
任
意
標
本
調
査
法
（
三
）
　
（
関
）

よ
う
に
な
る
。

　
　
　
　
１
　
　
　
＼
く
　
§
　
　
　
　
　
－

　
　
　
、
１
１
…
；
－
Ｍ
｝
、
ｕ
ミ
冷
、
　
［
（
ｏ
◎
・
昌
）
］

　
　
　
　
　
ミ
宅
、
－

　
　
　
　
　
］
．
ミ
　
　
　
ー
　
　
　
　
１
１
　
　
　
　
き
、
。
。
§

　
　
　
、
・
、
斗
恥
（
ミ
剖
、
ー
ミ
剖
、
）
。
。
、
引
岬
（
割
、
－
副
、
）
咄

　
　
　
　
　
Ｉ
　
　
　
　
　
　
　
Ｈ
§

　
　
　
　
ｎ
き
一
。
。
ら
、
一
　
ら
、
Ｈ
－
Ｍ
］
（
却
、
１
剖
、
）
～

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ミ
、
工

　
　
　
３
）

従
っ
て
。
２
よ
り

　
　
　
Ｇ

　
　
　
Ａ
峠
削
ト
ミ
廿
匂
、
８
哨
）
－
３
。
。
↓
、
３
心
一
一
・
。
・
、
べ
一
一

　
　
　
．
．
．
ベ
ミ
｝
、
ミ
廿
タ
。
。
）
－
３
、

即
ち
卯
の
不
偏
推
定
値
卯
は

　
　
　
之
１
ー
ミ
ー
Ｈ
　
ミ
く
一
声
く
１
１
－
雌
（
３
ぺ
・
＼

　
　
　
　
　
　
ミ
　
　
ミ
ー
Ｈ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ミ
、
工

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
○
。
も
、
－
）

ノ
」
あ
る
。

　
　
　
　
　
倒
　
集
落
抽
出
法
の
精
度

　
）
　
　
　
　
２

　
兆
及
び
４
式
よ
り
明
ら
か
な
如
く
、
集
蒋
抽
出
法
の
糖
度
は

　
３

　
（
　
　
　
　
３

ぺ
即
ち
山
の
分
散
に
よ
っ
て
支
配
さ
れ
る
の
で
あ
っ
て
、
こ
れ

が
小
さ
い
程
緒
度
が
高
く
な
る
の
で
あ
る
、
し
か
る
に
乃
は
集

落
内
の
単
位
の
変
量
の
総
和
叉
は
”
標
識
の
単
位
の
数
、
て
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
五
（
三
四
九
）



　
　
　
　
，
　
一
、
　
一

　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
二
巻
・
第
三
号
）

る
た
め
、
そ
れ
の
分
散
ぺ
は
集
落
内
の
単
位
数
篶
が
均
一
乃
至

は
略
同
一
で
あ
る
場
合
は
、
珊
が
集
落
に
よ
っ
て
大
き
く
異
る

場
合
に
比
し
て
小
く
な
る
の
が
普
通
で
あ
り
、
故
に
一
般
に
集

落
の
大
い
さ
の
変
動
が
少
い
程
標
本
推
定
の
精
度
は
向
上
す
る

の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
２
）

　
そ
し
て
集
落
の
大
い
さ
が
均
一
な
る
場
合
は
、
〃
式
よ
り
明

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｇ

ら
か
な
如
く
、
推
定
の
糖
度
は
が
即
ち
集
落
間
分
散
の
値
に
よ

っ
て
麦
配
さ
れ
る
の
で
あ
り
、
そ
れ
は
集
落
相
互
間
が
同
質
的

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
１
）

（
故
に
集
落
の
内
部
は
異
質
的
）
で
あ
る
程
小
と
な
る
た
め
、

母
集
団
単
位
を
集
落
に
分
け
る
場
合
可
能
な
隈
り
異
質
的
な
単

伎
を
集
め
て
集
落
を
作
る
事
に
よ
っ
て
、
標
本
推
定
の
糖
度
を

高
め
る
事
が
出
来
る
の
で
あ
る
。

　
次
に
集
落
抽
出
法
の
糖
度
と
単
純
抽
出
法
の
糖
度
と
を
、
母

平
均
の
推
定
の
場
合
に
競
て
比
較
し
て
見
よ
う
。
但
し
比
較
の

便
宜
上
集
落
抽
出
法
は
集
落
の
大
い
さ
が
均
一
な
場
合
と
す
る
。

今
〃
個
の
集
落
よ
り
成
る
母
集
団
よ
り
〃
個
の
集
落
を
抽
出

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
２
）

し
て
標
本
を
構
成
し
た
場
合
の
分
散
を
篶
と
す
る
と
、
。
２
式
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
６

り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
六
（
三
五
ｃ
）

　
　
　
“
１
１
、
ー
ミ
、
３
的
１
・
ミ
ー
“
■
ミ
■
（
・
．
・
ミ
ー
Ｈ
＋
き

　
　
　
　
　
ミ
■
．
Ｈ
　
ミ
　
　
　
ｋ
く
　
　
ミ

で
あ
る
二
の
集
落
蟄
法
に
よ
る
筆
に
は
、
げ
個
の
襲
単

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ク

位
が
含
ま
れ
て
い
る
か
ら
、
こ
れ
と
同
個
数
の
調
査
単
位
の
単

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
３
）

純
抽
出
に
よ
る
標
本
の
分
散
を
乃
と
す
る
と
、
弓
式
よ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ｅ

　
　
　
　
　
レ
、
ー
ミ
ｋ
く
　
、
閑
　
．
ｋ
く
ー
ミ
Ｌ
く
　
『
的
　
　
一

　
　
　
）
１
１
　
　
　
　
１
＾
Ｈ
　
　
　
　
　
－
－
＾
（
．
一
　
ミ
ド
Ｈ
斗
）

　
　
　
　
　
レ
＼
－
Ｈ
　
ミ
ｋ
く
．
　
　
ｋ
く
　
　
ミ
Ｌ
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ミ
ー
§
　
ミ
　
　
　
　
．
　
　
　
　
Ｉ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｈ
！
；
－
…
－
一
・
　
（
．
．
　
暑
１
１
・
ミ
ミ
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ミ
　
　
ミ
ミ

で
あ
る
。
そ
こ
で
（
の
篶
に
対
す
る
比
を
と
る
と

　
　
　
　
　
ミ
ー
ミ
　
ミ

　
　
　
ト
ル
ミ
ミ
、
１
１
ｋ
ド
ー
１
三
。
。
§
十
～
、

　
　
　
　
３
　
ミ
ー
ミ
３
岨
－
斗
３
的
　
匂
　
　
３
閑

　
　
　
　
　
　
』
＼
　
　
ミ
　
　
　
　
　
　
（
一
．
一
　
ミ
Ｈ
ｐ
、
十
ｑ
、
）

　
　
　
　
－
さ
十
き
　
　
　
。
一
・
。
・
心
、
一

で
あ
り
、
従
っ
て

　
　
　
宍
一
・
串
）
舳
、
簑
刃
苔
、
が
“

と
な
る
。
こ
の
関
係
は
条
件
式
を
次
の
よ
う
に
書
替
る
と
ト
売

明
瞭
と
な
る
。

　
　
　
来
似
上
屯
　
　
・
．
・
串
↓

な
る
た
め



　
　
　
　
ギ
〈
二
婁
一
バ
、
　
ギ

　
　
　
　
　
一
一
い
一
二
　
　
二
・
一
一
　
一
・
一

　
と
な
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
よ
り
明
ら
か
な
如
く
ぺ
が
極
め
て
小

　
で
あ
り
〃
が
大
で
あ
る
時
は
、
即
ち
集
落
の
内
部
が
相
当
異
質

　
的
な
単
位
よ
り
成
っ
て
居
り
従
っ
て
集
落
相
亙
間
は
同
質
的
で

　
　
　
　
　
２
）

・
あ
る
場
合
は
、
い
が
成
立
し
従
っ
て
集
落
抽
出
法
の
糖
度
の
方

　
が
単
純
抽
出
法
の
糖
度
よ
り
も
高
く
な
る
の
で
あ
る
が
、
ぺ
が

　
　
　
　
２

大
と
な
り
伽
が
小
と
な
る
に
従
っ
て
、
却
ち
集
落
内
が
同
質
的

　
と
な
り
故
に
集
落
相
互
間
が
異
質
的
と
な
る
時
は
、
一
ｍ
が
成
立

し
従
っ
て
集
落
抽
出
法
の
糖
度
は
単
純
抽
出
法
の
糖
度
よ
り
も

低
く
な
る
の
で
あ
る
。
か
く
て
集
落
内
が
異
質
的
で
あ
り
集
落

相
互
間
が
同
質
的
と
奮
程
岳
の
値
が
小
さ
く
書
、
集

落
抽
出
法
の
糖
度
が
高
く
な
っ
て
行
く
の
で
あ
る
。
し
か
し
な

が
ら
実
際
上
は
集
落
内
異
質
的
、
集
落
間
同
質
的
な
る
よ
う
に

集
落
を
構
成
す
る
事
は
多
く
の
場
合
困
難
で
あ
り
、
殊
に
地
域

的
区
劃
を
集
落
と
な
す
地
域
抽
出
法
の
場
合
は
、
杜
会
的
、
白

然
的
条
件
が
同
一
地
域
内
に
類
似
の
単
位
を
集
合
せ
し
め
る
傾

　
　
任
意
標
本
調
査
法
（
三
）
　
（
関
）

向
を
有
す
る
た
め
、
　
（
例
え
ば
住
宅
地
域
、
商
店
街
、
工
場
地

帯
等
）
む
し
ろ
集
落
内
同
質
的
、
集
落
間
異
質
的
と
な
る
と
考

え
ら
れ
る
た
め
、
一
般
に
は
吐
〃
は
ユ
亙
よ
り
も
大
で
あ

り
、
従
っ
て
集
落
抽
出
法
は
単
純
抽
出
法
よ
り
も
糖
度
は
落
ち

る
の
で
あ
る
。

　
　
５
）

　
叉
り
式
よ
り
明
ら
か
な
如
く
集
落
抽
出
法
の
精
度
は
集
落
の

　
　
Ｇ

大
い
さ
亙
に
よ
っ
て
も
影
響
を
受
け
る
の
で
あ
る
。
普
通
は

平
；
る
た
め
、
、
祭
小
奮
程
こ
の
比
は
・
に
誓
き
、

従
っ
て
集
落
抽
出
法
の
糖
度
は
単
純
抽
出
法
の
精
度
に
近
く
な

る
の
で
あ
る
。

　
か
く
て
集
落
抽
出
法
は
同
じ
規
模
の
（
即
ち
調
査
単
位
の
数

を
同
じ
く
す
る
）
単
純
抽
出
法
よ
り
も
そ
の
精
度
は
一
般
に
低

い
の
で
あ
り
、
集
落
抽
出
法
の
精
度
を
高
め
る
た
め
に
は
、
集

落
の
大
い
さ
を
小
さ
く
し
且
出
来
る
丈
均
一
な
ら
し
め
、
叉
簾

落
内
の
単
位
を
可
能
な
隈
り
異
質
的
に
す
る
事
が
必
要
で
あ
る
、

　
　
１
）
２
）
第
一
講
？
嵩
ｏ
参
照
。

九
七
（
三
五
一
）



立
命
館
経
済
掌
（
第
二
巻
・
第
三
号
）

四
　
多
段
抽
出
法

　
　
　
　
い
　
多
段
抽
出
法
に
於
け
る

　
　
　
　
　
　
　
期
望
値
計
算

　
二
段
抽
出
法
は
〃
個
の
集
落
よ
り
成
る
母
集
団
よ
り
〃
個
の

集
落
を
抽
出
し
、
抽
出
さ
れ
た
〃
個
の
集
落
の
各
≧
の
内
で
更

に
物
個
宛
（
＼
Ｈ
Ｈ
』
一
・
：
－
“
ミ
）
の
調
査
単
位
（
叉
は
集
落
）

を
拍
出
し
て
標
本
を
構
成
す
る
方
法
で
あ
り
、
三
段
抽
出
法

は
第
二
次
に
抽
出
さ
れ
た
集
落
の
各
主
よ
り
更
に
伽
個
宛

（
＼
Ｈ
■
“
．
…
．
ぷ
ミ
　
～
Ｈ
■
Ｎ
二
・
…
“
ミ
）
の
調
査
単
位

（
叉
は
集
落
）
を
抽
出
し
て
標
本
を
構
成
す
る
方
法
で
あ
る
、

こ
の
よ
う
な
多
段
抽
出
法
に
於
け
る
不
偏
推
定
及
び
そ
の
分
散

を
導
く
た
め
に
は
、
先
づ
こ
の
抽
出
法
に
於
け
る
確
率
変
数
の

期
望
値
、
分
散
及
び
そ
れ
に
就
て
成
立
す
る
諾
関
係
を
知
ら
ね

ば
な
ら
ぬ
。

　
先
づ
二
段
抽
出
の
場
合
に
就
て
説
明
し
よ
う
。
二
段
無
作
為

拍
出
操
作
の
緒
果
一
定
変
域
内
の
値
を
と
る
確
率
変
数
、
与
の
確

率
分
布
の
期
望
値
、
分
散
を
ン
、
れ
ぞ
れ
、
（
岬
ソ
　
ミ
伽
）
と
書

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
ト
　
　
　
　
、
“

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
八
（
三
五
二
）

く
事
に
す
る
。
斑
に
期
望
値
、
分
散
の
記
号
の
下
に
添
数
．
ノ
、

虐
を
附
け
る
の
は
、
そ
れ
が
母
集
団
よ
り
の
一
次
抽
出
単
位
の

抽
出
を
可
能
な
あ
ら
ゆ
る
場
合
丈
変
え
、
更
に
叉
抽
出
さ
れ
た

一
次
抽
出
単
位
内
で
の
二
次
抽
出
単
位
の
抽
出
を
、
可
能
な
あ

ら
ゆ
る
場
合
丈
変
え
る
時
の
冬
の
期
望
値
、
分
散
な
る
事
を
表

す
た
め
で
あ
っ
て
、
添
数
ノ
は
摘
出
す
る
一
次
抽
出
単
位
を
動

か
す
事
ゼ
示
し
、
添
数
冶
は
抽
出
さ
れ
た
一
次
抽
出
単
位
内
で

二
次
摘
出
単
伎
の
抽
出
を
変
え
る
事
を
示
す
の
で
あ
る
。

　
こ
の
二
段
抽
出
法
の
期
望
値
並
に
分
散
の
計
算
に
於
て
次
の

諸
関
係
が
成
立
す
る
事
は
、
一
段
抽
出
法
の
場
合
と
同
様
に
し

て
証
明
す
る
事
が
出
来
る
、
　
（
但
し
証
明
は
略
す
る
）

　
　
　
Ｎ
（
岬
十
・
一
）
１
１
、
（
伽
）
十
、
（
ｓ
）
　
　
　
　
　
　
　
　
（
｛
．
Ｈ
）

　
　
　
一
“
キ
　
　
　
　
　
　
　
、
“
　
　
　
　
．
“
冷

一
般
に

　
　
　
Ｎ
（
ゆ
十
ぴ
十
・
：
…
十
岬
§
）
１
１
、
（
甘
）
十
、
（
ぴ
）
十
…

　
　
　
喜
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ミ
　
　
　
ま

　
　
　
　
　
　
…
十
共
£
　
　
　
　
　
　
　
（
ら
．
〕
）

　
　
　
　
　
　
　
　
ー
ミ

　
　
　
、
（
床
）
Ｈ
§
、
（
岬
）
一
　
　
§
１
１
８
豪
ｒ
　
　
　
　
　
　
（
｛
．
◎
◎
）

　
　
　
．
烹
　
　
　
　
～
沫

｛
、
刀
が
相
互
に
独
立
な
る
確
率
変
数
の
場
合
は

　
　
　
、
（
９
）
１
１
Ｎ
（
仰
）
・
、
（
己
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
｛
．
ト
）

　
　
　
１
、
キ
　
　
　
　
　
一
｝
冷
　
　
　
一
、
キ

　
一
般
に
己
ら
…
…
引
が
相
互
に
独
立
で
あ
る
時
は



　
　
　
、
（
仙
み
帖
…
…
ク
）
Ｈ
、
（
少
）
卜
、
（
炉
）
…
…
、
（
ク
）
　
（
苧
ｏ
）

　
　
　
一
、
冷
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
～
ト
　
　
　
、
汁
　
　
　
　
　
　
、
ト

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
２
）

次
に
冬
の
分
散
、
（
巾
）
は
、
分
散
の
定
義
式
り
に
よ
り

　
　
　
　
　
　
～
き
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
２

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

　
　
　
、
（
小
）
１
－
Ｎ
｛
岬
－
、
（
岬
）
｝
Ｎ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
苧
ｏ
）

　
　
　
．
ミ
　
　
　
、
、
　
　
～
“

　
　
　
　
　
Ｈ
Ｎ
（
惚
）
１
（
、
巾
）
肥
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
苧
べ
）

　
　
　
　
　
　
、
ト
　
　
　
　
一
ミ

　
　
　
、
（
床
）
ｕ
亀
、
（
岬
）
一
　
§
１
１
８
Ｈ
曇
．
　
　
　
　
　
　
　
（
苧
ｏ
ｏ
）

　
　
　
－
ミ
　
　
　
　
　
、
奈

戸
言
、
刀
が
独
立
な
る
確
率
変
数
で
あ
る
時
は

　
　
　
、
、
（
～
十
己
１
１
、
（
岬
）
十
、
、
（
３
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
宇
り
）

　
　
　
．
ミ
　
　
　
　
　
～
、
　
　
　
～
ト

一
般
に
＆
ら
・
…
・
・
む
が
相
互
に
独
立
な
る
場
合
は

　
　
　
、
（
ゆ
十
伊
十
…
…
十
巾
ミ
）
１
１
、
、
（
甘
）
十
、
、
（
“
）
十
…

　
　
　
．
ミ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
キ
　
　
　
　
、
ト

　
　
　
　
　
　
　
　
…
十
、
（
ク
）
　
　
　
　
　
　
　
　
（
苧
Ｈ
○
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
“

　
そ
し
て
二
段
抽
出
法
の
期
望
値
、
分
散
は
、
次
の
式
に
よ
り

一
段
摘
出
法
の
期
望
値
、
分
散
の
計
算
に
よ
っ
て
求
め
る
事
が

出
来
る
の
で
あ
る
。
先
づ
期
望
値
の
計
算
式
か
ら
説
明
し
よ
う
。

今
柵
出
さ
れ
た
一
次
抽
出
単
位
○
ノ
番
集
落
と
す
る
）
を
固
定

し
、
そ
の
中
で
の
二
次
摘
出
単
位
の
抽
出
を
可
能
な
あ
ら
ゆ
る

場
合
に
就
て
動
か
す
時
の
冬
の
期
望
値
を
肉
ｓ
（
岬
）
で
表
す
と
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
キ

そ
れ
は
．
ノ
番
集
落
に
於
て
は
一
定
の
値
で
あ
る
。
そ
こ
で
今
度

　
　
任
意
標
本
調
査
法
（
三
）
　
（
関
）

は
一
次
抽
出
単
位
の
抽
出
を
あ
ら
ゆ
る
場
合
に
就
て
動
か
す
事

に
す
る
と
、
（
一
）
（
仰
）
も
叉
確
率
変
数
と
な
る
た
め
、
そ
の
期
望

　
　
　
　
ト

値
は
■
（
、
Ｑ
）
岬
）
と
書
か
れ
る
。
す
る
と

　
　
　
、
　
ト

　
　
　
、
（
岬
）
１
Ｉ
Ｎ
（
肉
（
“
）
岬
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
苧
Ｈ
Ｈ
）

　
　
　
～
ト
　
　
　
～
　
恭

な
る
関
係
が
成
立
す
る
の
で
あ
る
。

　
こ
の
事
は
次
の
よ
う
に
し
て
証
明
さ
れ
る
、
．
ノ
、
居
を
あ
ら

ゆ
る
場
合
に
競
て
動
か
す
時
に
冬
の
と
り
得
る
値
を
３
キ

一
車
仰
、
一
と
し
、
美
特
定
の
階
と
る
撃
ゑ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ｏ
ｏ

と
す
れ
ば
、
、
（
伽
）
は
期
望
値
の
定
義
式
４
よ
り

　
　
　
　
　
、
ト
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ｏ
４

　
　
　
～
（
岬
）
１
ｌ
Ｍ
Ｍ
与
、
註

　
　
　
ミ
　
　
　
　
．
“
　
冷

で
あ
る
。
そ
し
て
第
一
次
抽
出
に
於
て
特
定
の
○
ノ
番
）
一
次

抽
出
単
位
が
抽
出
さ
れ
る
確
卒
を
乃
と
し
、
叉
そ
の
一
次
抽
拙

単
位
の
中
か
ら
第
二
次
抽
出
の
緒
果
、
｛
が
特
定
の
伽
の
値
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ユ

と
る
が
如
き
二
次
抽
出
単
位
（
乃
番
単
位
）
の
拍
出
さ
る
確
率

　
わを
ｃ
ん
と
す
る
と
、
確
率
の
乗
法
定
理
に
よ
り

　
！
　
　
　
、
事
Ｈ
妾
｝
ｓ

で
あ
る
。
故
に

九
九
（
三
五
三
）

■



一
串
４
、
派
、
１
、
曲
妻
、
、
嘆
、
一

．
、

立
命
館
経
済
学
（
第
二
巻
・
第
三
号
）

　
Ｎ
（
伽
）
ｎ
凶
凶
喜
崇
（
、
ぎ
事
Ｈ
凶
妻
凶
心
冷
Ｑ
）
さ
討

　
ま
　
　
　
～
、
　
　
　
　
　
　
、
’
キ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
貞
“
）
（
卯
）

　
　
　
Ｈ
Ｍ
｝
（
貞
“
）
巾
）
１
１
貞
～
Ｑ
）
小
）
、

　
　
　
１
“
　
　
沫
　
　
　
　
～
　
、

　
　
　
／
－
Ｉ
ー
ノ
し

　
　
　
　
　
＝

　
　
　
　
　
Ｎ
（
…
…
）

　
　
　
　
　
．
“

［
（
苧
Ｈ
◎
◎
）
］

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
鷲
温
祷
ｓ
〕

　
か
く
て
二
段
抽
出
法
の
場
合
の
確
率
変
数
冬
の
期
望
値
は
、

先
づ
．
ノ
番
一
次
抽
出
単
位
よ
り
の
第
二
次
抽
出
に
於
け
る
期
望

値
を
計
算
し
、
次
で
母
集
団
よ
り
の
第
一
次
抽
出
に
於
け
る
期

望
値
を
計
算
す
る
事
に
よ
っ
て
容
易
に
求
め
る
事
が
出
来
る
の

で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の

　
次
に
分
散
の
計
算
式
を
求
め
る
と
、
４
・
よ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

　
　
　
、
、
（
伽
）
Ｈ
、
（
惚
）
１
（
、
小
）
心

　
　
　
、
芥
　
　
　
～
キ
　
　
　
　
、
斥

　
　
　
　
　
Ｈ
、
、
Ｑ
）
叩
－
（
卜
、
ｓ
卯
）
岨
　
　
　
　
　
　
［
（
苧
ご
）
」

　
　
　
　
　
　
、
ト
　
　
　
　
　
～
冷

こ
Ｏ
式
の
右
辺
に
も
（
も
Ｓ
伽
）
一
を
加
滅
す
る
と

　
　
　
　
　
　
　
．
“
　
キ

　
　
　
ｎ
、
～
ｓ
伽
的
１
、
（
、
ｓ
伽
）
的
十
、
（
、
Ｑ
）
伽
）
。
、
ｉ
（
、
、
（
“
）
巾
）
的

　
　
　
　
、
、
　
　
　
　
　
～
　
“
　
　
　
　
　
　
、
　
キ
　
　
　
　
　
　
）
、

　
　
　
Ｈ
タ
Ｎ
Ｓ
叩
１
（
～
Ｓ
～
）
肥
｝
十
、
（
、
Ｑ
）
岬
）
。
。
１
｛
Ｎ
（
、
Ｑ
）
卯
）
｝
、

　
　
　
　
一
、
　
“
　
　
　
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
－
“
　
ト
　
　
　
　
　
　
、
　
キ

　
　
　
　
　
　
｛
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
－
１
－
１
！
　
　
　
　
　
　
、
、

　
　
　
　
　
　
　
　
＝
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
；

　
　
　
　
　
　
　
　
、
Ｑ
）
（
伽
）
　
　
　
　
　
　
　
、
、
、
（
、
ｓ
巾
）

　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
￥

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
（
Ｎ
・
轟
）
］

一
〇
〇
（
三
五
四
）

故
に

　
　
　
Ｈ
、
（
岬
）
“
、
（
、
Ｑ
）
岬
）
十
卜
、
ｓ
（
岬
）
　
　
　
　
　
　
　
（
苧
－
Ｎ
）

　
　
　
、
恭
　
　
　
～
　
、
　
　
　
　
　
、
“

　
　
２
）

こ
の
４
式
に
よ
っ
て
二
段
抽
出
法
の
場
合
の
分
散
の
計
算
は
、

　
　
は
一
段
抽
出
法
の
分
散
の
計
算
に
帰
着
さ
せ
る
事
が
出
来
、
叉
二

段
抽
出
法
の
確
率
変
数
の
分
散
を
、
第
一
次
抽
出
の
分
散
と
第

二
次
抽
出
の
分
散
と
に
分
解
し
得
る
の
で
あ
る
。

　
次
に
三
段
抽
出
法
の
場
合
の
確
率
変
数
…
の
期
望
値
及
び
分

散
を
■
（
卯
ソ
ミ
怖
）
　
と
書
く
事
に
す
る
。
こ
れ
等
の
記
号
の

　
　
一
“
キ
、
　
　
　
　
一
“
キ
、

添
数
ノ
、
居
、
１
は
、
．
ノ
、
冶
に
就
て
は
二
段
抽
出
法
の
場
合

と
同
じ
で
あ
り
、
１
は
抽
出
さ
れ
た
二
次
抽
出
単
位
内
で
三
次

抽
出
単
位
の
抽
出
を
可
能
な
限
り
変
え
る
事
を
表
す
る
で
あ
る
。

　
三
段
抽
出
法
は
、
二
段
抽
出
法
の
第
二
次
抽
出
に
於
て
、
そ

れ
を
第
一
次
の
抽
出
と
し
て
更
に
第
二
次
の
抽
出
を
行
う
も
の

と
見
る
事
に
よ
っ
て
、
そ
の
期
望
値
及
び
分
散
の
計
算
式
は

山
功
４
４
式
を
用
い
て
容
易
に
導
く
事
が
出
来
る
。
先
づ
期
望
値
の

は
は
計
算
式
は
、
最
初
の
二
段
抽
出
の
み
に
着
目
し
て

　
　
　
、
（
～
）
ｎ
、
、
Ｑ
）
（
小
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
（
午
■
）
］

　
　
　
一
、
ト
、
　
　
　
一
“
冷
、

し
か
る
に
第
二
次
の
抽
出
は
後
の
二
段
抽
出
の
第
一
次
抽
出
に

■



相
当
す
る
の
で
あ
る
か
ら

　
　
　
Ｎ
Ｑ
）
（
卯
）
Ｈ
，
Ｑ
）
、
（
ま
）
（
伽
）
　
　
　
　
　
　
　
　
［
（
苧
Ｈ
Ｈ
）
］

　
　
　
ミ
　
　
　
　
　
　
“
　
　
～

　
　
　
．
．
一
　
、
（
巾
）
１
１
～
Ｎ
（
、
）
、
（
＞
“
）
（
岬
）
　
　
　
　
　
　
　
（
ケ
お
）

　
　
　
　
　
，
“
ミ
　
　
　
、
、
　
　
～

か
く
て
三
段
抽
出
法
の
場
合
の
確
卒
変
数
冬
の
期
望
値
は
、
先

づ
ノ
番
一
次
抽
出
単
位
内
の
雇
番
二
次
摘
出
単
位
よ
り
の
第
三

次
抽
出
に
於
け
る
期
望
値
を
計
算
し
、
次
で
．
ノ
番
一
次
抽
出
単

位
よ
り
の
第
二
次
抽
出
の
期
望
値
を
求
め
、
最
後
に
母
集
団
か

ら
の
第
一
次
抽
出
に
於
け
る
期
望
値
を
計
算
す
る
事
に
よ
っ
て

得
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　
次
に
分
散
、
（
岬
）
　
の
計
算
式
は
、
始
め
の
二
段
抽
出
に
関

　
　
　
　
　
、
ミ

し
て

　
　
　
、
（
岬
）
Ｈ
、
（
貞
～
）
小
）
十
■
、
Ｑ
）
（
巾
）
　
　
　
　
　
［
（
苧
旨
）
］

　
　
　
、
ミ
　
　
　
　
．
“
　
、
～
　
　
　
　
　
．
“
ミ

　
そ
し
て
第
二
次
抽
出
は
叉
次
の
二
段
抽
出
の
第
一
次
抽
出
で

あ
る
か
ら

　
　
　
宍
“
）
（
～
）
１
１
、
（
“
）
貞
ミ
）
（
岬
）
　
　
　
　
　
　
　
　
［
（
苧
旨
）
］

　
　
　
、
～
　
　
　
　
　
　
、
　
　
～

　
　
　
、
、
Ｑ
）
（
巾
）
Ｈ
＼
Ｑ
）
（
、
Ｑ
も
岬
）
十
、
Ｑ
）
、
Ｑ
、
）
（
巾
）
　
［
（
苧
旨
）
］

　
　
　
、
、
　
　
　
　
　
　
“
　
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
～

　
　
　
．
．
．
　
、
（
卯
）
Ｈ
、
（
貞
き
、
Ｑ
き
伽
）
十
Ｎ
，
Ｑ
）
（
、
Ｑ
き
伽
）

　
　
　
　
　
、
ミ
　
　
　
　
、
　
“
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
～
、
　
　
　
　
～

　
　
　
　
　
　
　
十
、
ミ
Ｑ
）
、
、
（
ミ
）
（
岬
）
　
　
　
　
　
　
　
（
苧
崖
）

　
　
　
　
　
　
　
　
、
“
　
　
、

　
　
任
意
標
本
調
査
法
（
三
）
　
（
関
）

４
）

４
式
に
よ
り
三
段
抽
出
法
の
場
合
の
分
散
の
計
算
は
、
一
段
抽

は
出
法
の
分
散
の
計
算
に
よ
っ
て
求
め
ら
れ
る
の
。
で
あ
り
、
叉
こ

れ
よ
り
明
ら
か
な
如
く
三
段
抽
出
法
の
確
率
変
数
の
分
散
は
、

第
三
次
抽
出
の
分
散
の
平
均
と
第
二
次
抽
出
の
分
散
の
平
均
及

び
第
一
次
摘
出
の
分
散
の
総
和
で
あ
る
。

　
叉
、
四
段
抽
出
法
に
於
け
る
期
望
値
、
分
散
の
計
算
式
は
、

１
２
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
３
４

４
４
式
を
用
い
て
三
段
抽
出
法
の
計
算
式
｛
４
よ
り
容
易
に
求

４
４
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
４
４

（
（
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
（

め
る
事
が
出
来
る
。
か
く
て
一
般
に
〃
段
抽
出
法
に
於
け
る
計

　
　
　
山
功

算
式
は
４
４
式
を
用
い
て
（
ミ
ー
Ｈ
）
段
抽
出
法
の
計
算
式
よ

　
　
　
は
は

り
誘
導
す
る
事
が
出
来
る
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
）
　
ｏ

　
　
　
　
１

　
そ
し
て
４
一
－
如
式
の
期
望
値
計
算
に
於
て
成
立
す
る
関
係
は

　
　
　
　
（
　
　
　
　
（

多
段
捕
出
法
一
般
に
妥
当
す
る
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
回
　
二
段
抽
出
法
に
於
け
る
推
定
式

　
二
段
抽
出
法
は
〃
個
の
集
落
よ
り
成
る
母
集
団
か
ら
刎
個
の

集
落
を
抽
出
し
、
抽
出
さ
れ
た
刎
個
の
集
落
の
各
主
に
於
て
更

に
仰
個
（
＼
Ｈ
■
ド
…
…
一
ミ
）
宛
の
調
査
単
位
（
叉
は
集
落
）

を
抽
出
し
て
標
本
を
構
成
す
る
の
で
あ
る
。
従
っ
て
集
落
抽
出

法
の
場
合
は
第
一
次
抽
出
に
よ
っ
て
抽
出
さ
れ
た
集
落
の
量
的

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
一
（
三
五
五
）

’



一
へ

　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
二
巻
・
第
三
号
）

大
い
さ
を
正
確
に
知
り
得
る
の
に
対
し
て
、
二
段
抽
出
法
の
場

合
は
そ
れ
を
推
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
故
に
集

落
抽
出
法
の
場
合
の
推
定
式
に
於
て
、
集
落
の
量
的
大
い
さ
乃

に
そ
れ
の
推
定
値
々
を
代
入
す
る
事
に
よ
っ
て
、
二
段
抽
出
法

の
場
合
の
推
定
式
が
得
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。

　
さ
て
．
ノ
番
集
落
に
於
て
篶
個
の
単
位
よ
り
”
個
抽
出
す
る
の

　
　
　
　
）

　
　
　
　
１

で
あ
る
か
ら
、
集
落
の
量
的
大
い
さ
乃
の
不
偏
推
定
値
兄
、
は
、

４
）

弓
式
よ
り

ｅ
　
　
　
　
　
　
ミ
・
ミ

　
　
　
ｋ
、
、
ｎ
　
、
】
暮
ミ
、
一
　
貞
、
）
（
＼
、
、
）
１
１
＼
、
　
　
（
苧
旨
）

　
　
　
　
　
　
ミ
、
汀
Ｈ
　
　
　
汁

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）

ノ
し
あ
る
。
従
つ
て
こ
れ
を
洲
式
に
代
入
す
る
事
に
よ
つ
て
母
平

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

均
禿
の
推
定
式
が
得
ら
れ
る
。

　
　
　
暮
、
↓
状
妙
二
一
－
於
争
一
、
）
　
　
一
、
・
、
。
一

こ
れ
は
不
偏
推
定
値
で
あ
る
。
即
ち

　
　
　
Ｎ
（
、
、
）
…
、
、
（
“
）
（
｝
、
）

　
　
　
、
ト
　
　
　
　
、
、
．

　
　
　
　
　
　
　
　
Ｈ
ミ
、
、
、

　
　
　
　
§
一
↑
、
一
－
さ
ミ
Ｍ
§
一
ざ
、
一
一
Ｇ
．
Ｎ
〇
一
Ｇ
．
５
一

　
　
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
」
－
沫

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
↓

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぺ
、
　
　
　
　
　
［
（
苧
旨
）
］

　
　
　
　
　
　
　
　
Ｈ
ミ
、
、
ミ

　
　
　
　
　
　
　
Ｈ
、
斗
凶
＼
、
１
１
｝
、
　
一
（
◎
。
．
Ｑ
）
（
Ａ
．
］
べ
）
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
“
”
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
二
（
三
五
六
）

　
　
　
一
．
一
　
肉
（
汁
、
）
ｎ
肉
（
暮
、
）
１
１
一
↓
　
　
　
　
　
［
（
ｏ
◎
・
べ
）
］
　
（
｛
．
－
ｏ
◎
）

　
　
　
　
　
．
ミ
　
　
　
　
．
“

そ
し
て
こ
の
分
散
は
次
の
如
く
で
あ
る
。

　
　
　
＼
（
却
、
）
Ｈ
“
、
（
、
Ｑ
）
副
、
）
十
肉
、
Ｑ
）
（
糾
、
）
　
　
　
　
［
（
苧
冒
）
］

　
　
　
、
“
　
　
　
、
　
“
　
　
　
　
　
、
“

　
　
　
　
｝
、
（
、
（
、
峯
、
）
Ｈ
、
（
、
、
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
［
（
苧
ミ
）
］

　
　
　
　
．
“
　
ト
　
　
　
　
　
．
“

　
　
　
　
　
　
　
　
－
（
状
）
帥
ホ
＾
、
｛
い
　
軍
・
。
一
一
三
り
一
一

　
　
　
　
“
ｓ
一
３
－
（
｝
吠
）
。
。
淋
、
）
一
き
一
一
婁
一
一
心
・
ぎ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
イ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
宅
、
ｋ
「
ミ
・
ｋ
卜
…
全

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ミ
、
Ｉ
Ｈ
　
ミ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
［
（
心
・
ｏ
Ｏ
ｑ
）
］

　
　
　
　
　
　
宗
、
）
一
３
－
（
｝
状
）
岨
妙
小
一
、
・
一

し
か
る
に
み
は
集
落
毎
に
一
定
の
値
で
あ
る
た
め
、
■
（
全
）
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
“

母
集
団
、
冗
よ
り
一
個
の
集
落
を
抽
出
し
て
得
ら
れ
る
４
の
値
の

期
望
値
で
あ
る
。
故
に

　
　
　
　
　
　
　
－
ミ

　
　
　
共
全
Ｊ
＼
】
全
　
　
一
（
心
．
§
一
　
一
全
．
§

　
　
　
．
“
　
　
　
　
　
　
．
“
”
－

で
あ
る
。
故
に

か
く
て

べ
、
一
一
３
－
（
｝
壮
）
、
抄
ポ
〃
、
・

　
　
　
　
－
（
｝
）
、
“
淋
、
、
・
・
。
々
｝
ぺ
篶

（
、
一
・
旨
）



汽
（
３
－
言
｛
ら
、
。
。
汀
↓
“

　
　
共
沙
３
帥
ぎ
｝
、
，
べ
｝

（
苧
曽
）

２
）

つ
式
の
第
一
項
は
、
冗
の
皿
個
の
集
落
よ
り
〃
個
の
集
落
を
抽
出
・

に
し
て
推
定
す
る
事
に
よ
る
誤
差
分
散
で
あ
り
、
第
二
項
は
抽
出

さ
れ
た
集
落
の
巧
個
の
調
査
単
位
よ
り
物
個
の
調
査
単
位
を
抽

出
し
て
推
定
す
る
事
に
よ
る
誤
差
分
散
で
あ
る
。

　
　
１
）
　
第
二
次
抽
閏
単
位
の
抽
串
数
灼
は
、
集
落
の
大
い
さ
～
に
・
比

　
　
　
例
す
る
・
」
ド
ー
１
灼
一
　
（
＼
Ｈ
ポ
ド
：
…
ぷ
ミ
）
の
が
普
通
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
虐
）

　
　
　
そ
の
時
は
望
式
に
於
て
恥
、
ぺ
－
§
；
代
入
す
涯

　
　
　
　
　
　
　
４
４
一
　
　
　
　
　
　
　
、

　
　
　
　
　
　
　
（
（

　
　
　
　
、
　
ｏ

　
　
　
よ
）

　
　
　
　
６
）

　
　
２
）
　
４
式
は
母
集
団
の
単
位
総
数
〃
が
判
っ
て
屠
ら
粗
ば
な
ら
ず
、

　
　
　
　
Ｇ

　
　
　
そ
れ
が
不
明
の
時
は
〃
を
も
推
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
　
　
　
抽
出
さ
れ
た
・
１
番
集
落
の
単
位
数
は
、
調
査
単
位
を
第
二
次

　
　
　
抽
閏
の
単
位
と
な
す
限
リ
第
二
次
抽
串
の
枠
の
作
成
に
於
て
判

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）

　
　
　
っ
て
い
る
た
め
、
〃
の
推
定
値
は
洲
式
に
よ
つ
て
得
ら
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

　
　
　
　
　
　
６

　
　
　
従
っ
て
■
式
は

　
　
　
　
　
　
Ｇ

　
　
　
　
　
　
、
、
串
ミ
ト
ミ
　
　
、

　
　
　
　
　
悩
－
．
Ｍ
ま

　
　
　
榊
、
、
Ｈ
，
Ｈ
一
　
ミ
、
、
１
－
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
ら
・
Ｎ
Ｏ
Ｏ
）

　
　
　
　
　
　
　
“
ミ

　
　
　
　
　
　
　
凶
き

　
　
　
　
　
　
　
．
“
Ｈ
一

　
　
　
任
意
標
本
調
査
法
（
三
）
　
（
関
）

　
　
　
の
比
搾
定
と
な
る
。

　
　
３
）
　
二
段
抽
出
法
に
於
て
第
二
次
，
抽
串
は
各
集
落
毎
に
。
別
友
に
■
行

　
　
　
わ
れ
る
た
め
、
集
落
の
量
的
大
い
さ
の
搾
定
値
岬
は
相
互
に
。
独

　
　
　
立
な
る
確
率
変
数
で
あ
る
。

　
次
に
母
比
例
数
／
の
推
定
の
場
合
は
、
割
合
を
知
ら
ん
と
す

る
標
識
に
１
、
そ
の
他
の
標
識
に
０
な
る
値
を
与
え
る
事
に
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ
劾

っ
て
ｆ
は
！
を
表
す
た
め
、
ン
、
の
推
定
式
及
び
分
散
は
４
．
２
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
－
　
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
４
４

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
（

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
２

同
じ
で
あ
る
。
但
し
こ
の
場
合
は
。
２
に
於
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
は

　
　
　
　
　
　
　
ｑ
，
ｎ
、
、
、
、

，
で
あ
る
。

　
集
落
の
大
い
さ
が
均
一
な
る
場
合
　
　
一
次
抽
出
単
倣
た
る

集
落
の
大
い
さ
が
均
一
タ
Ｈ
オ
一
（
＼
Ｈ
ド
ド
、
一
ミ
）
な

る
場
合
は
、
（
佐
っ
て
二
次
抽
出
単
位
の
摘
出
数
も
同
一
ミ
Ｈ
“

（
＼
Ｈ
－
ド
…
：
ぷ
ミ
）
と
す
る
）
推
定
式
及
び
分
散
は
簡
単

と
な
る
の
で
あ
る
。

　
　
引
功

　
今
４
刃
に
於
て
考
、
Ｈ
、
一
３
Ｈ
劃
と
置
け
ば
、

　
　
は
は

宅
Ｈ
ミ
斗
な
る
た
め
母
平
均
の
推
定
式
は

　
　
　
　
　
　
－
も
＼
ミ
　
§
　
　
司
　
　
　
　
　
　
Ｈ
　
　
、
、
、
　
さ

　
　
　
　
副
、
、
、
斗
、
恥
岬
、
、
キ
、
、
ギ
、
地
恥
、
、
、
、
（
｛
．
さ

と
な
り
、
分
散
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
三
（
三
五
七
）



立
命
舘
経
済
学
（
第
二
巻
・
第
三
暑
）

　
　
　
洲
一
、
一
↓
マ
舳
並
中
韮
岨
眈
嘗
。
。
一

　
　
　
　
　
－
か
、
冊
匂
肥
献
｝
“
。
。
十
ミ
”
句
、
中
“
巾
ザ
｝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
［
（
ｏ
◎
・
ミ
）
（
ｏ
◎
・
崖
）
片
ｄ
］

　
　
　
　
　
１
穴
－
ミ
ｑ
サ
。
，
　
ミ
ー
、
　
ｑ
§
”

　
　
　
　
　
ー
ミ
ー
「
一
「
十
申
Ｈ
ミ
　
　
一
｛
．
菖

若
１
し
〃
、
亙
が
刎
、
勿
に
比
し
て
極
め
て
大
で
あ
り
、
有
隈
母

集
団
修
正
を
無
視
し
得
る
時
は

　
　
　
汽
一
剖
、
一
“
ボ
十
淡
　
　
　
　
　
一
志
・
一

と
な
る
。
そ
し
て
母
平
均
推
定
値
〆
の
変
異
係
数
を
ら
で
表
し
、

母
集
団
に
於
け
る
集
落
内
変
異
係
数
を

異
係
数
を
、
「
岬
、
と
置
け
ば

　
　
　
　
　
　
§

　
　
　
○
吠
Ｈ
ミ
ー
ミ
、
、
・
哨
十
ミ
ー
測
、
§
。
自

　
　
　
　
　
　
ミ
ー
Ｈ
　
ミ
　
　
匂
ー
　
　
ミ
ミ

　
　
　
　
　
「
へ
、
　
　
ヘ
ミ
、

　
　
　
　
　
－
１
－
－
－
；
十
１
－
り

　
　
　
　
　
　
ミ
　
　
　
ミ
Ｎ
ミ

　
　
ｑ
§

～
Ｈ
一
－
集
落
間
変

　
　
§

｛
・
ミ
）

（
ナ
轟
）

と
な
る
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
４
　
副

　
比
例
数
の
推
定
の
場
合
は
推
定
式
、
分
散
は
。
２
１
．
２
と
同
じ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
４
　
　
４

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
９
０
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
　
　
（

で
あ
る
が
、
唯
〃
、
卯
が
洲
”
式
と
な
る
の
み
で
あ
る
。

　
　
　
　
側
適
正
配
分

　
単
純
任
意
抽
出
法
及
び
集
落
一
段
捕
出
法
に
於
て
は
、
標
本

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
四
（
三
五
八
）

の
精
度
及
び
調
査
の
費
用
は
抽
出
す
べ
き
調
査
単
位
叉
は
集
落

の
個
数
に
よ
っ
て
決
る
の
で
あ
り
、
標
本
推
定
の
糖
度
を
高
め

る
た
め
に
は
調
査
単
位
叉
は
集
落
の
抽
出
数
を
増
加
し
な
け
れ

ば
な
ら
ず
、
し
か
し
そ
れ
は
調
査
費
を
増
加
せ
し
め
る
事
と
な

る
た
め
、
所
要
の
糖
度
の
推
定
値
を
獲
得
す
る
に
要
す
る
最
少

抽
出
数
の
決
定
が
、
標
本
調
査
の
設
計
に
当
っ
て
問
題
と
な
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
２
）

の
で
あ
っ
た
、
し
か
る
に
二
段
抽
出
法
に
於
て
は
。
２
式
よ
り
明

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｑ

ら
か
な
如
く
、
推
定
値
の
誤
差
は
第
一
次
捕
出
に
於
け
る
誤
差

と
第
二
次
摘
出
に
於
け
る
誤
差
と
よ
り
成
り
、
ン
、
の
各
峯
は
一

次
抽
出
単
位
の
数
及
び
二
次
抽
出
単
位
の
数
の
増
滅
に
よ
っ
て

滅
少
叉
は
増
加
せ
し
め
る
事
が
出
来
る
の
で
あ
る
た
め
、
同
じ

大
い
さ
の
標
本
（
即
ち
調
査
単
位
の
数
を
同
じ
く
す
る
標
本
）

と
い
え
ど
も
、
一
次
抽
出
単
位
の
数
刎
を
多
く
し
二
次
抽
出
単

位
の
数
仰
を
少
く
す
る
の
と
、
逆
に
刎
を
少
く
し
て
〃
を
増
す

の
と
で
は
、
そ
の
推
定
値
の
誤
差
は
異
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て

第
二
次
抽
出
の
枠
の
作
成
費
、
調
査
単
位
の
個
別
調
査
の
費
用

等
は
後
者
の
方
が
少
く
て
済
む
で
あ
ろ
う
か
ら
、
調
査
の
費
用

に
於
て
も
同
一
で
は
な
い
Ｏ
で
あ
る
、



　
か
く
て
二
段
抽
出
法
に
於
て
は
標
本
の
大
い
さ
の
み
な
ら
ず
、

各
抽
出
段
階
に
於
け
る
抽
出
個
数
の
配
分
の
如
何
に
よ
っ
て
、

標
本
の
糖
度
及
び
調
査
の
費
用
が
変
化
づ
る
の
で
あ
り
、
薮
に

於
て
最
高
の
糖
度
の
標
本
推
定
を
最
小
の
費
用
で
達
成
し
得
る

よ
う
な
、
叉
は
与
え
ら
れ
た
費
用
で
最
高
の
精
度
の
標
本
推
定

を
獲
得
し
得
る
よ
う
な
、
各
抽
出
段
階
に
於
け
る
抽
出
個
数
の

配
分
即
ち
適
正
配
分
◎
呂
冒
■
冒
昌
◎
ｏ
註
昌
の
問
題
が
生
ず

る
の
で
あ
る
。

　
　
こ
の
よ
う
な
各
抽
閏
段
階
に
対
す
る
抽
閏
個
数
の
配
分
の
如
何
に

　
よ
っ
て
、
標
本
椎
定
の
精
度
及
ぴ
調
査
費
用
が
異
る
事
は
多
段
抽
串

　
法
一
般
に
．
就
て
い
い
得
る
た
め
、
多
段
抽
尚
法
に
１
於
て
は
適
正
配
分

　
の
間
題
が
存
す
る
の
で
あ
る
。

　
次
に
二
段
抽
出
法
の
場
合
の
適
正
配
分
を
き
Ｈ
、
一
ミ
Ｈ
割

の
場
合
に
就
て
、
且
便
宜
上
有
限
母
集
団
修
正
が
無
視
し
得
る

も
の
と
し
て
考
察
し
て
見
よ
う
。
そ
れ
に
は
先
づ
拍
出
単
位
数

の
変
化
に
よ
る
調
査
費
用
の
変
化
を
与
え
る
費
用
函
数
を
決
め

ね
ば
な
ら
な
い
。
今
柿
出
さ
れ
た
集
落
一
個
当
り
の
費
用
（
例

え
ば
第
二
次
抽
出
の
枠
の
作
成
費
、
調
査
員
の
教
育
、
監
督
費

　
　
任
意
標
本
調
査
法
（
三
）
　
（
関
）

等
）
を
４
、
調
査
単
位
一
個
当
り
の
個
別
調
査
費
を
み
と
す
る

と
、
二
段
抽
出
法
に
よ
る
調
査
費
用
ｒ
は

　
　
　
『
…
企
ミ
十
李
ミ
劃
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
宇
８
）

に
よ
っ
て
与
え
ら
れ
る
。

　
先
づ
調
査
費
が
与
え
ら
れ
た
場
合
の
適
正
配
分
を
考
察
し
よ

　
　
　
　
　
　
　
９
）

う
。
こ
の
場
合
は
９
式
の
ｒ
が
一
定
で
あ
る
と
い
う
条
件
の
下

　
　
）
　
　
　
　
　
　
　
　
４

　
　
８
　
　
　
ヅ
　
　
（

に
、
”
１
式
の
Ｇ
を
最
小
な
ら
し
め
る
〃
、
．
〃
の
値
を
求
め
れ
ば

よ
い
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
ラ
グ
ラ
ン
ジ
ュ
乗
数
刃
を
用
い
て

　
　
　
＼
一
ミ
一
－
、
、
咀
十
、
凡
十
ミ
ミ
十
書
劃
』
一

　
　
　
　
　
　
　
　
ミ
　
　
　
ミ
ミ

を
刎
、
元
で
そ
れ
ぞ
れ
偏
微
分
し
て
Ｏ
と
置
き
、
そ
れ
等
を

９
）

リ
式
と
連
立
せ
し
め
て
解
く
事
に
よ
っ
て
得
ら
れ
る
。
即
ち
、

は
　
　
　
ｓ
Ｉ
　
“
附
－
　
ぎ
附

　
　
　
ぎ
１
－
ミ
　
　
ミ
高
十
享
十
き
劃
１
１
◎
　
　
　
（
｛
）

　
　
　
　
ド
ー
、
ミ
、
十
を
工
　
　
　
　
一
＝
一

　
　
　
〇
劃
　
　
　
ミ
ミ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
｝

　
（
＝
）
　
片
ｓ
　
　
　
ミ
“
１
１
　
　
。
、
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
薫
一
ミ

一
、
一
募
・
汀
－
、
批
、
一
・
・
。
・
土
・
、
恥
・
十
、
も
・
劃
－
・

　
　
　
（
斗
）
閑
、
ト
・
、
。
。
十
、
ト
・
、
－
、
ト
・
十
、
も
・
、

　
　
　
・
的
ふ
（
“
）
。
。
　
甲
く
枠
“
、
）
一
毫
一

．
　
　
一
〇
五
（
三
五
九
）



　
　
立
命
館
経
済
掌
（
第
二
巻
・
第
三
号
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
）

訓
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｏ

．
２
を
肌
に
就
て
解
い
て
。
３
を
代
入
す
る
と

４
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
は

　
　
　
　
　
　
　
『
　
　
　
　
　
　
『

　
　
　
ミ
ー
ー
ぶ
十
ぎ
劃
　
　
　
　
１
１
、
ミ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
章
＼
さ
一

と
な
る
。

（
苧
○
。
Ｈ
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
８
）

　
次
に
推
定
の
精
度
が
与
え
ら
れ
た
場
合
の
臓
正
配
分
は
、
”

　
　
■
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
９
　
　
　
　
　
　
　
（

式
の
箏
一
定
で
あ
る
と
い
う
条
件
の
下
に
肋
式
の
麦
最
小

な
ら
し
め
る
〃
、
一
〃
の
値
を
求
め
れ
ば
よ
い
の
で
あ
り
、
、
！
、
れ

は
矢
張
り
ラ
グ
ラ
ソ
ジ
ュ
乗
数
刃
を
用
い
て

　
　
　
＼
ミ
一
去
十
ト
・
ミ
割
十
、
一
水
十
求
、
。
、
一
、
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
８
）

を
〃
、
万
で
偏
微
分
し
て
Ｏ
と
置
き
り
式
と
連
立
さ
せ
て
解
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
は

事
に
よ
っ
て
得
ら
れ
る
。
即
ち

　
　
　
ヤ
羊
如
。
。
劃
－
、
水
－
、
幹
、
。
　
一
、
一

　
　
　
串
Ｈ
書
Ｌ
オ
ガ
ー
◎
　
　
　
　
　
　
一
、
、
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
＼
　
ヘ
ミ
、

　
（
５
片
８
　
　
ミ
、
肥
Ｈ
計
Ｊ
『

一
一
一
募
き
二
・
亨
、
工
ぎ
。
。
・
さ
－
。

　
　
　
　
　
　
　
　
幸
恥
・
。
、
－
氷
・
劃
。
。
一
峠
一
。
。
・
如
一
劃

　
　
　
・
。
。
－
“
－
（
“
）
。
。
　
・
．
・
割
－
く
外
↓
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
六
（
三
六
〇
）

　
　
　
０
　
　
　
　
　
　
　
　
　
８
）

こ
れ
は
。
３
式
と
同
じ
で
あ
る
。
リ
を
肌
に
就
て
解
い
て
こ
れ
を

　
　
　
は
　
　
　
　
　
　
　
　
は

代
入
す
る
と

　
　
　
　
　
え
十
ｋ
い

　
　
　
ミ
ー
。
札
－
か
（
“
閑
・
ぎ
岨
く
冷
斗
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
的
十
く
肯
－
　
一
蔓
一

竈
曲
・

と
な
る
。

　
　
　
　
０
）

　
　
１
）
　
“
式
に
よ
っ
て
与
え
ら
れ
た
勿
の
値
が
１
よ
り
小
で
あ
る
時

　
　
　
　
４

　
　
　
は
“
Ｈ
Ｈ
　
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
時
は
こ
れ
に
対

　
　
　
　
　
　
！
）
　
　
２
）

　
　
　
す
る
〃
は
鳩
又
は
唱
式
に
１
よ
っ
て
与
え
ら
れ
る
値
よ
リ
若
干
小

　
　
　
　
　
　
Ｇ
　
　
ひ

　
　
　
さ
く
な
る
の
で
あ
る
ｏ

　
以
上
に
よ
り
明
ら
か
な
如
く
適
正
分
配
に
於
け
る
二
次
抽
出

単
位
数
勿
は
、
費
用
が
与
え
ら
れ
た
場
合
も
糖
度
が
要
求
さ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
０
）

た
場
合
も
同
じ
で
あ
り
て
弓
式
に
よ
っ
て
与
え
ら
れ
、
．
そ
れ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
は
１

決
定
に
は
費
用
ｒ
叉
は
精
度
篶
は
関
係
し
な
い
の
で
あ
る
。
そ

し
て
費
用
、
情
度
の
規
定
は
一
次
抽
出
単
位
数
〃
の
値
を
決
め

る
の
み
で
あ
っ
て
、
費
用
の
増
大
叉
は
目
標
糖
度
の
向
上
（
即

ち
ら
の
滅
少
）
は
刎
を
増
加
せ
し
め
る
事
と
衣
る
の
で
あ
る
。

　
　
二
段
抽
出
法
に
．
於
け
る
最
適
抽
串
数
〃
、
．
〃
の
決
定
に
・
見
ら
れ
る

　
こ
の
関
係
は
、
有
限
母
集
団
修
正
を
無
視
し
得
な
い
場
含
で
も
同
様



　
に
。
い
上
得
る
と
こ
ろ
で
あ
リ
、
旦
こ
の
よ
う
な
費
用
、
精
度
に
関
す

　
る
要
求
は
一
次
抽
出
単
位
数
の
決
定
の
み
に
１
影
響
し
、
第
二
次
以
降

　
の
抽
串
段
階
の
抽
出
数
の
規
定
に
１
は
無
関
係
で
あ
る
事
は
、
多
段
抽

　
出
法
一
般
の
適
正
配
分
に
見
ら
れ
る
特
徴
で
あ
る
。

　
か
く
て
二
段
抽
出
法
の
設
計
に
於
て
最
適
抽
出
数
の
決
定
に

は
、
母
分
散
〃
、
〃
（
叉
は
母
変
異
係
数
伽
、
勿
）
の
値
の
み

な
ら
ず
、
費
用
函
数
の
規
定
に
必
要
な
各
柚
出
段
階
に
於
け
る

費
用
に
就
て
の
知
識
を
も
必
要
と
す
る
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
糾
母
分
徹
の
推
定

　
次
に
達
成
精
度
の
計
算
に
必
要
な
母
分
散
の
値
を
推
定
づ
る

　
　
　
　
　
　
　
２
）

式
を
求
め
よ
う
。
弓
式
よ
り
明
ら
か
な
如
く
二
段
抽
出
法
に
於

　
　
　
　
　
　
　
ｑ

け
る
誤
差
分
散
の
計
算
に
必
要
な
母
分
散
は
〃
、
４
で
あ
っ
て
、

そ
れ
を
標
本
よ
り
推
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
今

標
本
に
於
け
る
同
じ
性
質
の
値
を
ぺ
、
〉
で
表
す
と

　
　
　
　
　
Ｈ
§
　
　
　
　
　
ー

　
　
　
ど
Ｎ
ｕ
．
．
Ｍ
一
（
汽
、
、
１
、
）
、

　
　
　
　
　
ミ
↑
一

　
　
　
　
　
　
声
、
、
＊
畔
象
ド
池
一
ぺ
＼

　
　
　
　
　
　
Ｈ
　
。
、
～
　
　
　
　
　
　
　
　
　
－
、
　
Ｈ
　
ミ
、
　
　
、

　
　
　
“
、
Ｈ
－
－
－
－
】
（
、
ミ
、
－
ざ
、
）
“
甫
　
、
、
１
１
　
　
凶
３
ト

　
　
　
　
　
ミ
～
　
“
Ｈ
－
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ミ
、
　
、
Ｈ
一

で
あ
る
。

　
　
任
意
標
本
調
査
法
（
三
）
　
（
関
）

　
先
づ
”
の
推
定
よ
り
考
察
し
よ
う
。
”
個
の
が
の
値
を
個
六

的
に
推
定
す
る
事
は
、
す
べ
て
の
集
落
よ
り
第
二
次
抽
出
が
行

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
２
）

れ
る
の
で
な
い
た
め
不
可
能
で
あ
る
。
し
か
し
り
式
に
於
て
必

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ｑ

要
な
の
は
必
ず
し
も
個
戊
の
｛
の
値
で
は
な
く
、
そ
れ
等
の
加

重
さ
れ
た
総
和
で
あ
る

　
　
　
沙
、
、
・
、
辻
工
ト
ヰ
　
　
　
　
一
、
童

で
あ
る
。
そ
こ
で
こ
れ
を
推
定
す
る
た
め
に
、
ノ
番
集
落
に
於

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
７
）

て
そ
れ
の
分
散
〃
の
不
偏
推
定
値
卯
は
、
４
式
よ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｇ

　
　
　
、
、
」
苅
、
礼
↓
、
き
｛
（
、
）
一
、
・
心
一
、
、
・
、
一
令
．
・
。
、
一

で
あ
る
事
に
注
意
し
て

　
　
　
ミ
、
、
、
　
　
ミ
、
－
ぶ
～
、

　
　
　
引
池
、
、
岨
オ
、
リ
Ｈ
一
．
辛
　
　
　
　
　
（
｛
．
。
。
３

を
考
え
、
こ
れ
の
期
望
値
を
求
め
る
と

洪
汰
抄
、
・
、
＊
↓
“
）

、
ユ
箒
さ
。
。
辻
エ
ド
ポ
小
、
（
一
、
・
。
一
｝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ｓ
｝

↓
抄
戊
、
、
・
。
。
水
皿
巾
串
一

［
（
宇
◎
◎
｛
）
］

＝
、
；
；

全
　
一
〇
七
（
三
六
一
）



　
　
立
命
館
経
済
掌
（
第
二
巻
・
第
三
晋
）

　
　
　
　
ミ
§
　
Ｈ
ミ

　
　
　
　
ー
ぎ
】
ミ
悩
全
　
　
　
…
．
§
頁
二

　
　
　
　
　
、
Ｈ
一
　
、
１
一

　
　
　
　
　
－
、

　
　
　
　
Ｈ
Ｍ
ｕ
全

　
　
　
　
、
Ｈ
－

　
　
　
　
　
　
、
ノ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
ノ
　
　
）

　
　
　
　
　
　
３
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
５
　
　
３
、

と
な
り
、
こ
れ
は
弓
に
外
な
ら
な
い
。
従
っ
て
弓
は
弓
の
不
偏

　
　
　
　
　
　
４
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
４
　
　
４

　
　
　
　
　
　
（
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
　
　
（

推
定
値
で
あ
る
。
即
ち

　
　
　
亀
ミ
、
　
　
　
ド
く
、
－
ミ
～
　
～
、
　
　
ミ
　
　
　
＼
く
、
ー
ミ
～
　
ｑ
、

　
　
　
引
池
－
ミ
・
的
ミ
「
Ｈ
“
、
々
池
－
ミ
・
心
ミ
「
Ｈ
Ｊ
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
宇
ｏ
．
ｏ
）

　
　
　
　
　
　
声
、
・
岨
、
ミ
苅
、
ミ
ル
ユ
心

　
次
に
・
篶
の
不
偏
推
定
値
を
求
め
る
に
当
り
、
先
づ
ぺ
の
期
望

値
を
計
算
し
て
見
よ
う
。

　
　
　
　
　
Ｈ
§
　
　
　
　
１

　
　
　
ら
、
１
ｌ
　
　
Ｍ
ｕ
（
＼
、
、
１
、
）
帥

　
　
　
　
　
ミ
、
一

　
　
　
　
　
Ｈ
§
　
　
　
　
　
１
　
　
１
　
　
－

　
　
　
　
Ｈ
－
－
Ｍ
］
｛
（
＼
、
、
－
ぺ
）
！
（
、
１
ｋ
）
て

　
　
　
　
ミ
↑
一

　
　
　
　
－
蒜
一
一
、
・
、
－
３
、
－
心
一
ド
、
一
泌
一
一
、
・
、
、
、
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＝
１
　
　
－

　
　
　
　
　
　
　
　
・
ミ
一
吋
ム
”
一
　
　
ミ
、
只
、
－
５

　
　
　
　
　
Ｈ
§
　
　
　
　
１
　
　
　
Ｉ
　
　
Ｉ

　
　
　
　
ｌ
ｌ
　
－
Ｍ
し
（
レ
、
、
、
１
＼
）
。
。
１
（
、
１
ｋ
）
。
。

　
　
　
　
ミ
．
了
一

な
る
た
め

　
　
　
淋
（
８
、
）
ｕ
辻
い
沙
（
ど
、
１
３
。
箏
１
（
吋
１
さ
肚
｝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
八
（
三
六
二
）

　
　
　
　
　
ｎ
貞
＼
“
、
－
ぺ
）
「
、
（
、
－
ぺ
）
一

　
　
　
　
　
　
、
“
　
　
　
　
　
　
　
、
“

し
か
る
に

　
　
　
、
（
｝
～
、
）
１
１
、
、
Ｑ
）
（
＼
、
、
）
１
１
、
（
｝
、
）
　
　
　
　
［
（
｛
・
Ｈ
ｏ
）
］

　
　
　
一
“
ト
　
　
　
　
　
　
　
■
“
ト
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
“

　
　
　
　
　
　
　
Ｈ
ミ
　
　
　
ー

　
　
　
　
　
　
、
亀
氾
、
、
、
ぺ

　
　
　
、
、
一
－
李
抄
、
・
、
一
↓
砦
、
・
、
一
、
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
イ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）

で
あ
る
か
ら
、
分
散
の
定
義
式
州
よ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

　
　
　
Ｎ
（
＼
、
、
１
｛
）
心
１
１
、
（
ｋ
、
、
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
｝
）

　
　
　
、
“
　
　
　
　
　
　
　
ー
ミ

　
　
　
、
（
～
、
１
～
）
胆
１
１
、
（
～
、
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
饒
）

　
　
　
～
冷
　
　
　
　
　
　
　
ミ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
宅
　
志
　
　
　
　
　
　
　
　
６

と
書
け
る
。
そ
し
て
と
バ
ー
－
－
ド
■
３
ト
、
で
あ
る
た
め
・
１
式

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ミ
～
　
、
Ａ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
４

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

に
於
て
ミ
Ｈ
Ｈ
と
置
き
〃
亙
を
乗
じ
た
も
の
に
相
等
し
い
。

　
　
　
　
宅
－
一
　
　
　
　
　
　
　
　
－

即
ち
き
、
Ｈ
－
　
勾
一
　
向
ミ
Ｈ
Ｈ
　
で
あ
る
。
故
に
い
は

　
　
　
　
ミ

）
２
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
“

り
式
よ
り

は
　
　
　
、
、
＼
一
人
い
い
）
ぺ
一
冷
、
一
　
　
高
ミ
土

　
　
　
　
　
　
ム
。
。
・
私
、
、
・
哨
令
二
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
、
」
一
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
全



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）

叉
ぺ
印
一
Ｈ
ト
げ
－
－
吹
３
ト
、
な
る
た
め
価
式
に
於
て
〃
亙

　
　
　
ミ
．
一
上
ミ
↑
－
　
　
　
　
　
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
：
一
ド
く
し
、
　
　
。

倍
し
た
も
の
に
等
し
い
。
即
ち
｛
Ｈ
、
暮
　
で
あ
る
　
故
に

）
　
２
）

ｉ
は
り
式
よ
り

（
　
は

　
　
　
篭
、
一
余
一
、
汽
一
、
、
一

　
　
　
　
　
　
十
よ
ギ
ミ
荘
３
山
苧
ヤ
ー
べ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
工

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ふ

か
く
て

　
　
亨
心
一
令
。
。
十
荘
辛
一
並
吠
十
ミ
荘
、
・
一

　
　
　
　
　
　
ミ
ー
Ｈ
　
ミ
　
　
　
ミ
ー
－
Ｈ
ミ

　
　
　
　
　
、
ミ
ミ
上
、
・
。
、
。
．
ミ
、
、
ミ
災
全

・
．
・
奈
ぐ
舳
一
糺
一
・
的
・
鉢
、
・

　
　
．
・
寸
交
ミ
“
、
一
、
淳
辛
・
的

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ミ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
０

か
く
て
左
辺
第
二
項
の
■
冬
に
そ
れ
の
不
偏
推
定
値
弓
を

　
　
　
　
　
　
　
　
～
“
－
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
４

代
入
し
た

　
　
　
、
、
｝
、
一
ミ
“
・
、
－
茄
・
、
・
心
串
｝
、
＄
ぷ
。
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
｛
＆
べ
）

は
〃
、
の
不
偏
推
定
値
で
あ
る
。

　
　
任
意
標
本
謂
査
法
ハ
三
）
　
（
関
）

　
集
落
の
大
い
さ
が
均
一
な
る
場
合
　
　
　
き
Ｈ
句
一
ミ
Ｈ
劃

な
る
場
合
は
誤
差
分
散
の
計
算
に
必
要
な
母
分
散
は
卯
、
卯
で

あ
る
。
次
に
そ
れ
等
の
推
定
式
を
求
め
よ
う
。
今
標
本
に
於
け

る
集
落
内
分
散
を
ｖ
、
集
落
間
分
散
を
｝
で
表
す
と

　
　
　
　
　
　
Ｈ
　
§
　
さ
　
　
　
　
ー
　
　
　
Ｈ
§

　
　
　
、
・
心
、
ミ
岬
池
一
一
、
、
・
、
１
、
、
、
一
。
、
、
引
岬
、
、
的

　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｈ
　
罰
・
　
　
　
　
　
Ｈ
　
ヨ
　
　
　
　
　
　
閑

　
　
　
　
　
向
割
・
、
、
↓
窄
睾
、
・
、
・
山
、
↓
泄
一
一
、
、
、
、
１
、
、
、
一

　
　
　
　
　
　
Ｈ
　
§
　
．
　
　
　
　
－
§

　
　
　
、
一
、
、
ヨ
，
、
池
一
一
却
、
、
－
、
、
一
”
、
、
隷
一
一
剣
、
、
１
萄
、
一
、

　
　
　
　
　
　
　
．
、
　
Ｈ
　
§
哉
　
　
Ｈ
ミ
、
　
一

　
　
　
　
　
命
、
Ｈ
ミ
】
Ｍ
き
、
Ｈ
引
Ｍ
３

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
～
”
－
“
Ｈ
－
　
　
　
　
～
工

で
あ
る
。

　
先
づ
”
の
不
偏
推
定
値
を
求
め
る
た
め
に
い
仙
び
の
期
望
値
を
計

算
す
る
と

　
　
　
等
心
一
－
手
讐
（
、
）
９
。
。
一
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
イ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ト
げ
一
ミ
一
一
心
・
隻

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ミ
ー
Ｈ
　
ミ

　
　
　
　
　
　
　
ー
§
　
ミ
　
割
ｌ
Ｈ

　
　
　
　
　
　
Ｈ
ｌ
】
－
　
；
１
．
．
Ｎ
（
ｅ
一
）

　
　
　
　
　
　
　
ミ
、
ド
ミ
ー
Ｈ
　
ミ
、

　
　
　
　
　
　
　
　
ミ
　
　
割
Ｉ
Ｈ
Ｈ
ミ

　
　
　
　
　
　
、
ヤ
一
劃
司
岬
、
、
咄

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
イ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
§
舳
　
　
一
（
ｏ
。
・
崖
）
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
九
（
三
六
三
）



　
　
立
命
鉗
経
済
学
（
第
二
巻
・
第
三
景
）

　
　
　
　
　
　
　
　
ミ
　
　
劃
ｌ
Ｈ

　
　
　
　
　
　
Ｈ
Ｉ
　
　
　
－
　
ｑ
、

　
　
　
　
　
　
　
ミ
ー
Ｈ
　
ミ

　
　
　
・
．
・
洪
ミ
｝
、
札
、
岨
）
Ｈ
§
、

か
く
て
”
の
不
偏
推
定
値
は

　
　
　
ミ
ー
Ｈ
　
劃

　
　
　
　
１
１
　
　
１
　
－
－
タ
＾
、
汲
ｑ
§
心
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
｛
・
◎
Ｏ
◎
◎
）

　
　
　
　
ミ
　
ミ
ー
Ｈ

で
あ
る
。

　
次
に
卯
の
不
偏
推
定
値
を
求
め
る
た
め
に
〉
の
期
望
値
を
計

算
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
　
　
　
　
－
§

　
　
　
ら
サ
、
１
－
ギ
Ｍ
（
３
，
１
壮
、
）
、

　
　
　
　
　
　
～
Ｈ
】

　
　
　
　
　
－
§

　
　
　
　
１
ー
ギ
悩
｛
（
３
，
１
討
）
１
（
冷
、
１
却
）
｝
閑

　
　
　
　
　
　
、
“
－

　
　
　
　
土
苧
、
・
、
↓
一
咀
去
、
－
鼻
一
予
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｛

　
　
　
　
　
　
十
ミ
一
・
、
－
割
一
”
｝
　
　
　
奈
、
↓
一

　
　
　
　
　
－
§

　
　
　
　
Ｈ
シ
凶
（
ざ
、
１
訓
）
、
－
（
割
、
」
曲
）
、

　
　
　
　
　
　
～
Ｈ
－

ノ
し
あ
る
た
め

　
　
　
淋
一
ク
。
，
一
－
込
汁
妙
ぐ
↓
一
、
－
一
副
、
ム
一
・
。
｝

　
　
　
　
　
　
Ｈ
、
（
、
、
、
１
制
）
“
－
、
（
、
、
１
判
）
”

　
　
　
　
　
　
ま
　
　
　
　
　
　
　
き

し
か
る
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
．
○
（
三
六
四
）

　
　
　
狐
ミ
一
ぺ
宇
砕
小
、
）
一
き
、
一
｝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
／
‘
ｌ
ｌ
Ｊ
て
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
割
、
　
　
　
　
　
　
　
［
（
〕
・
Ｎ
り
）
］

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｈ
ミ
　
　
Ｈ
ミ
ー

　
　
　
　
　
　
、
小
（
制
、
）
、
ミ
池
一
、
、
、
ミ
池
、
、
割
、
、
計

　
　
　
汰
一
割
●
べ
（
“
抄
享
、
）
↓
妙
池
一
剣
・
、
一
－
割

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｊ
１

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
割

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〉

で
あ
る
か
ら
、
分
散
の
定
義
式
蝸
よ
り

　
　
　
、
（
剖
～
、
１
約
）
１
１
、
（
剣
、
、
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
｝
）

　
　
　
～
￥
　
　
　
　
　
　
、
“

　
　
　
Ｎ
（
副
、
１
割
）
１
１
、
（
～
、
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
饒
）

　
　
　
～
ト
　
　
　
　
　
　
．
ミ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｈ
　
臼
　
　
一
　
　
　
　
４

と
書
け
る
。
そ
し
て
３
バ
斗
レ
↓
ミ
な
る
た
め
リ
式
に
於

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＊
１
－
Ｈ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）
４

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
５
（

て
ミ
Ｈ
Ｈ
と
置
い
た
も
の
に
等
し
い
。
故
に
り
は
り
式
よ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
　
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
き
、
－
“
　
ｑ
↓
、

　
　
　
　
　
　
、
（
剖
、
、
）
１
ｌ
ｑ
、
十
１
　
　
－
－
－
ｉ

　
　
　
　
　
　
喜
　
　
　
　
　
ミ
ー
Ｈ
　
ミ

　
　
　
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）

　
　
　
４
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
５

叉
〆
は
り
式
に
外
な
ら
な
い
た
め
…
は
り
式
に
同
じ
で
あ
る
、

　
　
　
４
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
４

故
に

洲
一
・
、
一
、
一
３
的
十
市
素
一
－
一
詐
↓
ボ
十
市
蓑
一

　
　
　
　
Ｌ
ミ
ー
Ｈ
　
ミ
　
　
．
ミ
ー
Ｈ
匂
－
割
３
，

　
　
　
　
１
　
　
　
　
－
－
　
－
、
、
十
　
　
　
　
；
　
　
　
－

　
　
　
　
　
　
ミ
　
　
』
＼
－
Ｈ
　
　
　
　
　
ミ
　
　
＞
パ
ー
　
ミ

　
　
．
・
込
（
ミ
ピ
ぐ
。
。
）
－
ミ
戸
～
。
。
十
“
＾
軸
帖
。
。



●

■
　
　
　
●

、
、
｝
、
穴
（
ミ
“
・
帥
）
－
市
舳
吠
｝
－
３
舳

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
２
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
８

か
く
て
左
辺
第
二
項
の
伽
に
そ
れ
の
不
偏
推
定
値
。
３
を
代
入
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に

た
　
　
　
ホ
、
（
ミ
“
ぐ
。
。
－
“
高
泄
一
）
麦
３
的
一
墓
一

は
〃
の
不
偏
推
定
値
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
同
　
二
段
抽
出
法
の
精
度

　
２
　
ａ
　
　
　
５
　
　
２

　
躰
と
依
叉
は
躰
と
洲
の
比
較
よ
り
明
ら
か
な
如
く
二
段
摘
出

法
に
よ
る
推
定
値
の
誤
差
分
散
は
、
集
落
一
段
摘
出
法
に
よ
る

推
定
値
の
誤
差
分
散
に
第
二
次
抽
出
に
よ
る
誤
差
分
散
が
加
っ

た
も
の
で
あ
り
、
従
っ
て
同
個
数
の
集
落
（
一
次
抽
出
単
位
）

　
　
　
　
　
　
Ｄ

を
拍
出
す
る
限
り
、
二
段
抽
出
法
の
糖
度
の
方
が
集
落
一
段
抽

出
法
の
糖
度
よ
り
も
落
ち
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
集
落
の
内
部

が
同
質
的
で
あ
り
が
（
＼
Ｈ
－
ド
…
：
ぷ
ミ
）
叉
は
、
仙
リ
の
値

　
　
　
　
　
）
　
　
　
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ｄ

　
　
　
　
　
２
　
　
　
　
５

が
小
さ
い
程
り
叉
は
り
の
右
辺
第
二
項
が
小
と
な
り
、
従
っ
て

　
　
　
　
　
４
　
　
　
　
４

　
　
　
　
　
（
　
　
　
　
　
　
　
　
（

二
段
捕
出
法
の
糖
度
は
集
落
一
段
摘
略
法
の
精
度
に
接
近
し
、

そ
し
て
集
落
内
の
単
位
が
完
全
に
同
質
で
あ
る
場
合
は
£
、
Ｈ
◎
一

ｑ
ミ
心
Ｈ
◎
　
と
な
る
た
め
両
者
は
一
致
す
る
の
で
あ
る
。
し
か
し

　
　
任
意
標
本
調
査
法
（
三
）
　
（
関
）

な
が
ら
集
落
の
内
部
が
同
質
的
で
あ
る
時
は
、
単
純
抽
出
法
に

比
し
て
集
落
一
段
抽
出
法
の
糖
度
が
低
く
な
る
た
め
、
二
段
抽

出
法
の
糖
度
と
し
て
は
向
上
す
る
も
単
純
抽
出
法
に
比
較
す
る

時
は
む
し
ろ
悪
く
な
る
で
あ
ろ
う
。

　
　
１
）
　
二
段
抽
閏
法
に
於
て
は
抽
出
さ
れ
た
集
落
よ
リ
更
に
■
調
査
単

　
　
　
位
の
抽
閏
が
行
は
れ
る
た
め
、
標
本
の
大
い
さ
は
集
落
一
段
抽

　
　
　
閏
法
の
方
が
大
き
い
。
従
っ
て
こ
れ
は
当
然
の
事
柄
で
あ
る
。

　
　
　
唯
集
落
の
内
部
が
完
全
に
同
質
の
単
位
よ
り
成
る
時
は
、
集
落

　
　
　
内
の
単
位
の
全
部
観
察
に
よ
っ
て
も
一
部
観
察
に
．
よ
っ
て
も
同

　
　
　
一
の
結
果
が
得
ら
れ
る
た
め
、
二
段
抽
出
法
も
集
落
一
段
抽
出

　
　
　
法
も
精
度
が
等
し
く
な
る
の
で
あ
る
。

　
し
か
し
厳
密
な
糖
度
の
比
較
は
同
じ
大
い
さ
の
標
本
に
就
て

な
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
次
に
集
落
の
大
い
さ
が
均
一
な
場
合

に
就
て
且
便
宜
上
有
隈
母
集
団
修
正
を
無
視
し
得
る
も
の
と
し

て
そ
れ
を
考
察
し
よ
う
。
今
〃
個
の
集
落
よ
り
成
る
母
集
団
か

ら
〃
個
の
集
落
を
抽
出
し
、
そ
の
各
、
に
於
て
〃
個
の
調
査
単

位
か
ら
ヵ
個
の
単
位
を
捕
出
し
て
標
本
を
構
成
し
た
場
合
の
分

　
　
　
　
　
　
　
　
６
）

散
を
れ
と
す
る
と
、
刃
式
よ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
に

　
　
　
　
　
　
　
、
、
箏
“
ギ
さ
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
“
ミ
　
　
　
ミ
、
ミ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
一
（
三
六
五
）



　
　
メ
，
、
，
亨
ポ
　
、
号
、
．
，
，
帖
、
｛
．
　
、
べ
妻
ム
、
、
－
一
占
一
一
凱
抑
ぐ
，
、
山
為
父
、
辞
ぷ
－
」
、
軋
弓
ぷ
、
一
■

　
　
立
命
館
経
済
掌
（
第
二
巻
・
第
三
号
）

で
あ
る
。
こ
の
二
段
抽
出
法
に
よ
る
標
本
に
は
ミ
“
個
の
調
査

単
位
が
含
ま
れ
て
い
る
か
ら
、
こ
れ
と
同
じ
個
数
の
調
査
単
位

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
２
）

の
集
落
一
段
抽
出
法
に
よ
る
標
本
の
分
散
を
篶
と
す
る
と
、
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｇ

式
よ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
“

　
　
　
　
　
　
　
３
Ｈ
　
　
　
Ｉ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ｋ
｛
■

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
旨

で
あ
る
。
そ
こ
で
両
者
の
比
を
と
る
と

　
　
　
　
　
　
．
ｑ
，
　
　
５
，

　
　
　
　
　
　
１
－
十
－
－
－
１
－
－
　
１

　
　
　
　
）
ト
ミ
　
　
ミ
ミ
　
　
ミ
、
、
十
ｑ
ミ
、

　
　
　
Ｊ
“
，
一
．
、
斗
、
“
．
Ｈ
．
，
オ
ユ
帖
…

　
　
　
　
　
　
　
ミ
、

　
　
　
　
　
－
丈
劃
・
董
　
　
　
一
、
・
、
・
一

で
あ
り
、
従
っ
て

　
　
　
十
（
靱
・
来
）
舳
一
簑
書
、
病
こ

と
な
る
。
こ
の
条
件
式
は

　
　
　
　
　
　
　
ぽ
い
…
ら
』

　
　
　
　
　
　
　
３
一
－

で
あ
る
た
め

、
、
＾
　
Ｈ

ｑ
ミ
。
，
Ｍ
斗
．
１
－
斗

ぷ
Ｖ
）

、
、
Ｈ
ミ

一
一
く
一
一

（
一
）

（
５

（
三
）

、
、
九
．
篶
確
、
一
４
　
　
，
　
３
。
。
．
。
漁
、
、
　
〉
、
．
　
，
　
む
　
　
　
　
　
，
一
　
．
一
　
　
一
一
、
，
、
芭
，
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
二
一
（
三
六
六
）

　
　
と
な
る
。
こ
れ
よ
り
明
ら
か
な
如
く
、
げ
が
極
め
て
小
で
あ
り
〃

　
　
が
大
な
る
時
は
、
即
ち
集
落
内
が
可
成
り
異
質
的
で
あ
っ
て
集

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）

　
　
落
相
亙
間
は
同
質
的
で
あ
る
時
は
、
ｉ
が
成
立
し
二
段
抽
出
法

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

　
　
の
糖
度
は
集
落
一
段
抽
出
法
の
糖
度
よ
り
も
低
い
の
で
あ
る
が
、

　
げ
が
大
と
な
り
、
〃
が
小
と
な
る
に
従
っ
て
、
即
ち
集
落
内
同

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
）

　
　
質
的
、
集
落
間
異
質
的
と
な
る
時
は
、
一
ｍ
が
成
立
し
、
二
段
抽

　
　
出
法
の
糖
度
の
方
が
高
く
な
る
の
で
あ
る
。
既
に
「
集
落
抽
出

　
　
法
の
精
度
」
に
於
て
述
べ
た
よ
う
に
、
集
落
の
構
成
は
多
く
の

　
　
場
合
は
集
落
内
同
質
的
、
集
落
間
異
質
的
と
な
る
の
が
実
際
で

　
　
あ
る
た
め
、
同
じ
大
い
さ
の
標
本
に
よ
る
隈
り
、
二
段
抽
出
法

　
　
は
集
落
一
段
抽
出
法
に
比
し
て
必
ず
し
も
糖
度
は
低
く
な
い
の

　
　
　
　
Ｄ

　
　
で
あ
る
。

　
　
　
　
０
）

　
　
　
叉
４
式
に
於
て
亙
が
大
な
る
程
右
辺
の
値
は
小
、
従
っ
て
二

　
　
　
　
は

　
　
段
摘
出
法
の
糖
度
は
集
落
一
段
抽
略
法
の
糖
度
に
接
近
し
乃
至

　
　
は
よ
り
高
く
な
る
た
め
、
二
段
抽
出
法
に
於
て
は
一
次
抽
出
単

　
　
位
を
大
き
く
す
る
方
が
糖
度
が
高
ま
る
傾
向
を
有
す
る
の
で
あ

　
　
２
）

　
　
る
。

　
　
　
　
１
）
　
こ
れ
は
、
標
本
の
大
い
さ
が
同
じ
で
あ
る
時
は
抽
出
さ
れ
る



　
　
　
集
落
の
数
が
二
段
抽
肖
法
の
場
合
は
集
落
一
段
抽
尚
法
の
時
よ

　
　
　
リ
も
多
く
な
る
た
め
、
第
一
次
抽
出
に
よ
る
誤
差
分
散
が
小
さ

　
　
　
く
な
る
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
集
落
が
相
互
に
。
同
質
的
で
あ
り

　
　
　
何
れ
の
集
落
を
と
っ
て
も
余
り
大
差
が
な
い
時
は
、
少
数
。
の
集

　
　
　
落
の
抽
肖
に
よ
っ
て
も
誤
差
は
小
で
あ
る
た
め
、
そ
の
時
は
む

　
　
　
し
ろ
第
二
次
抽
出
の
誤
差
が
加
る
二
段
抽
串
法
の
方
が
劣
る
の

　
　
　
で
あ
る
、
　
●

　
　
　
　
　
０
）

　
　
２
）
　
又
４
、
式
に
於
て
刀
が
小
さ
い
程
右
辺
の
値
は
小
で
あ
る
た
め
、

　
　
　
　
　
Ｇ

　
　
　
各
集
務
に
於
け
る
二
次
抽
串
単
位
の
抽
串
数
が
少
い
程
二
段
摘

　
　
　
串
法
の
精
度
竺
。
同
ま
る
の
で
あ
る
、
そ
れ
は
標
本
の
大
い
さ
が

　
　
　
同
じ
で
あ
る
限
り
、
勿
が
小
さ
く
な
る
事
は
一
次
抽
出
単
位
の

　
　
　
抽
串
数
〃
を
大
な
ら
し
め
る
事
と
な
る
か
ら
で
あ
る
。

　
次
に
二
段
抽
出
法
の
清
度
を
単
純
抽
出
法
の
精
度
と
比
較
し

て
兇
よ
う
。
二
段
抽
出
法
に
よ
る
標
本
は
ミ
劃
個
の
調
含
箪
位

が
含
ま
れ
て
い
る
た
め
、
そ
れ
と
同
じ
大
い
さ
の
単
純
抽
出
法

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
３
）

に
よ
る
標
本
の
分
散
（
は
、
弓
式
よ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
¢

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ｑ
舳

　
　
　
　
　
　
　
　
ｈ
、
、
－
廿
－
；
－
－

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
ミ
ミ

で
あ
る
し
れ
の
（
に
対
す
る
比
を
求
め
る
と

　
　
　
　
　
ｑ
，
　
　
ｑ
一
、

　
　
　
　
　
－
十

　
　
　
ぶ
炸
－
ド
ー
－
“
ｉ
，
ｑ
）
。
。
十
５
，
１
（
池
１
Ｈ
）
ｑ
サ
岨
十
ｑ
、

　
　
　
ぷ
　
　
　
ｑ
，
　
１
、
、
　
ｓ
”
　
　
１
．
　
　
　
ミ

　
　
　
　
　
　
　
ミ
“
“

　
　
任
意
標
本
調
査
法
（
三
）
　
（
関
）

　
　
　
　
　
　
　
．
一
．
　
　
ｓ
。
。
Ｈ
５
、
十
ｑ
，

　
　
　
　
　
Ｈ
Ｈ
＋
（
甲
工
）
“
胆
’
　
　
　
　
　
　
（
宇
ム
一
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ｑ
．

１
）

。
４
の
右
辺
第
二
項
は
負
数
と
な
ら
な
い
た
め

は
　
　
　
　
一
、
－
一
一
｝
的
Ｖ
・
一
童
∴
、
一
。
、
。
一
、
一

　
　
　
　
　
　
ミ
　
　
ｎ
。
、
、
．
二
－
一
一
　
一
５

と
な
る
。
ヨ
Ｖ
Ｈ
と
す
る
と
、
身
帥
Ｈ
（
）
即
ち
集
落
は
相
互
に
全

く
同
質
で
あ
り
集
落
内
部
が
異
質
的
で
あ
る
時
は
、
い
が
成
立

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ

し
二
段
抽
出
法
の
椅
度
と
単
純
抽
出
法
の
緒
度
と
は
一
致
す
る

が
、
そ
う
で
た
い
時
は
い
が
成
立
し
、
〃
が
大
即
ち
集
落
間
異

質
的
、
集
落
内
同
質
的
と
な
る
程
、
二
段
抽
出
法
の
糖
度
は
単

純
抽
出
法
の
糖
度
に
此
し
て
よ
り
低
く
な
る
の
で
あ
ろ
、

　
　
リ
　
尚
こ
の
事
は
一
〃
の
変
化
に
関
し
て
も
い
う
事
が
陶
来
る
。

　
　
　
１
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）

　
　
　
ミ
Ｈ
Ｈ
な
ら
ば
“
が
戊
立
し
、
“
Ｖ
Ｈ
な
る
時
は
Ｏ
が
成
立
す

　
　
　
る
。
ン
、
し
て
．
〃
が
大
な
る
程
二
段
抽
出
法
の
粁
度
は
低
下
す
る

　
　
　
の
で
あ
る
．
、
そ
れ
は
概
本
の
大
い
さ
が
同
じ
で
あ
る
限
２
〃
の

　
　
　
増
大
は
第
一
次
抽
出
単
位
の
数
〃
の
減
少
と
な
る
か
ら
で
あ
る
。

　
　
２
）
　
こ
の
時
は
、
既
述
の
如
く
、
集
落
一
段
抽
出
法
の
精
度
は
単

　
　
　
純
抽
哨
法
の
狩
度
よ
り
も
篶
い
の
で
あ
ろ
．
、

　
か
く
て
標
本
の
大
い
さ
が
同
じ
で
あ
る
時
は
、
集
落
の
大
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
ニ
ニ
（
三
六
七
）



　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
二
巻
・
第
三
号
）

さ
を
大
き
く
し
、
且
集
落
の
内
部
が
異
質
的
で
あ
る
よ
う
に
す

）引
の
が
望
ま
し
事
が
判
る
の
で
あ
る
。
尚
万
を
小
さ
く
し
て
〃

を
増
す
の
が
良
い
の
で
あ
る
が
、
一
〃
、
刎
の
数
の
如
何
は
費
用

に
影
響
す
る
た
め
、
そ
れ
と
の
関
連
に
於
て
適
正
配
分
と
し
て

決
定
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

　
　
１
）
　
地
域
抽
出
に
よ
る
二
段
摘
閏
法
に
於
て
は
、
集
落
の
大
い
さ

　
　
　
を
大
な
ら
し
め
る
時
は
集
落
内
は
異
質
的
と
な
る
傾
向
を
有
す

　
　
　
る
た
め
、
こ
の
二
つ
の
条
件
は
同
時
に
満
足
さ
れ
得
る
の
で
あ

　
　
　
る
Ｃ

　
　
　
　
側
　
三
段
抽
出
法
に
於
け
る
推
定
式

　
三
段
抽
出
法
は
二
段
抽
出
法
の
第
二
次
に
抽
出
さ
れ
た
集
落

の
各
；
り
、
更
に
笈
立
一
ｗ
一
一
三
一
一
宛
の
調
査
単

位
（
叉
は
集
落
）
を
抽
出
し
て
標
本
を
構
成
す
る
方
法
で
あ
る

か
ら
、
二
段
抽
出
法
の
場
合
は
第
二
次
抽
出
に
よ
っ
て
抽
出
さ

れ
た
集
落
の
正
確
な
量
的
大
い
さ
を
知
り
得
る
の
に
対
し
て
、

三
段
抽
出
法
の
場
合
は
そ
れ
を
推
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の

で
あ
り
、
従
っ
て
二
段
抽
出
法
の
推
定
式
に
於
て
、
二
次
抽
出

単
位
の
量
的
大
い
さ
に
ン
、
れ
の
推
定
値
を
代
入
す
る
事
に
よ
っ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
四
（
三
六
八
）

て
、
三
段
抽
串
法
の
推
定
式
が
得
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ん

　
ノ
番
一
次
抽
出
単
位
中
の
冶
番
二
次
抽
出
単
位
は
巧
個
の
調

査
単
位
よ
り
成
っ
て
居
り
、
こ
れ
よ
り
み
個
の
単
位
が
抽
出
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
后

れ
る
叫
で
あ
る
か
ら
、
〃
番
集
落
の
量
的
大
い
さ
乃
の
不
偏
推

　
　
　
　
　
）

　
　
、
脈
　
　
４

定
値
乃
は
、
洲
式
よ
り
　
　
　
，

　
　
　
　
　
（

　
　
　
ぎ
、
－
込
浴
一
ぎ
、
・
小
、
キ
）
一
、
ミ
、
一
－
、
二
、
．
全
、
一

　
　
　
　
　
　
　
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）

　
　
　
　
　
　
　
’
０
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
１

で
あ
り
、
こ
れ
を
｛
式
に
代
入
し
て
得
ら
れ
る

　
　
　
　
　
　
　
に

　
　
　
曳
↓
状
竺
キ
峰
（
坤
雌
、
・
二
　
一
、
．
ら
。
。
）

は
母
平
均
禿
の
不
偏
推
定
値
で
あ
る
。

　
　
　
Ｎ
（
～
、
）
”
、
ｂ
Ｑ
）
～
（
ト
キ
）
（
～
、
）

　
　
　
～
ミ
　
　
　
　
～
“
　
Ｎ

●

）ユ

即
ち

　
［
（
苧
Ｈ
ｏ
◎
）
］

宝
汁
）
一
３
↓
ぺ
竺
帖
畔
小
、
、
）
一
、
き
｝↓

　
＼
睾

［
（
亡
卓
Ｎ
）
］

　
　
　
　
↓
汽
抄
（
“
淋
、
）
ぺ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
［
（
苧
冨
）
］
　
（
苧
｛
｛
）

．
一
　
■
（
～
、
）
Ｈ
肉
、
（
、
）
（
～
、
）
ｎ
｝
パ
　
　
　
一
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